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⦿
女
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６
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
、
吉
野
川
市
内
お
よ
び
吉
野
川
市
近
隣
の
各

会
場
で
、
吉
野
川
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
保
護
者
や
部
の
Ｏ
Ｂ
た
ち
か
ら
の

熱
い
声
援
を
受
け
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
（
表
紙
写
真
）。

　

各
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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～ 再編の必要性 ～

●問い合わせ　市教育総務課　☎22-2272

　６月号では小学校の状況を、７月号では中学校の状況を見てきました。
　今月号では、吉野川市の小学校・中学校の現状を踏まえ、学校再編の必要性について考えていきましょう。

　通常学級数が５以下になると、小学校では複式学級に該当することになります。また、中学校では１学年当たり
１学級のいわゆる単学級が生じることになります。
　今後も少子化傾向が続くことが予想される中、子どもたちの教育環境という観点から、これからの学校のあり方
について考えていく必要があります。

　一般的に、小規模な学校では、児童・生徒や教職員が皆お互いをよく知っており、アットホームな雰囲気の中で
学校生活を送ることができたり、学校行事などでは学校全体が一体となって活動しやすかったりといったよさがあ
ります。
　その一方で、児童・生徒数が少ないことで学年単位の活動などで制約を受ける教育活動があるなど、課題もあり
ます。現在、小規模校では、それぞれの学校が持つよさを生かしながら創意工夫し、課題となることを補う努力を
しています。
　しかし、学校の努力だけでは解決することが難しい課題もあります。

　これらは、学校の規模そのものが
原因となって起きる課題であるた
め、小規模校のままでは解決するこ
とは大変困難です。

より良い教育条件の向上
より望ましい教育環境の整備

定住促進の環境整備
企業活動の拡大・支援
子育て支援の充実　　　　など

定住促進・少子化対策の継続

学校再編※□複式学級の解消
□専科教員の配置

□クラス替えを可能にする

□免許外指導の解消
□部活動の充実

小・中学校の小規模化

小規模校の「よさ」「課題」

克服しなければならない課題

学校規模に起因する課題 （文部科学省作成資料より）

○集団の中で、多様な考え方に触れる機会や学
びあいの機会、切

せっ
磋
さ

琢
たく

磨
ま

する機会が少なくな
りやすい。

○運動会などの学校行事や音楽活動などの集団
教育活動に制約が生じやすい。

○中学校の各教科の免許を持つ教員を配置しに
くい。

○児童・生徒数、教職員数が少ないため、グルー
プ学習や習熟度別学習、小学校の専科教員に
よる指導など、多様な学習・指導形態を取り
にくい。

○部活動などの設置が限定され、選択の幅が狭
まりやすい。

○クラス替えが困難なことなどから、人間関係
や相互の評価などが固定化しやすい。

○学年における男女比に極端な偏りが生じやす
くなる可能性がある。

○ＰＴＡ活動などにおける保護者一人当たりの
負担が大きくなりやすい。

PTA活動

生活面学習面

小学校

中学校

施
策
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市
内
の
小
・
中
学
校
に
出
向
き
、

歌
舞
伎
に
つ
い
て
の
講
話
を
行
う

「
歌
舞
伎
出
前
授
業
」
を
市
が
企

画
し
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
５
校
か

ら
の
応
募
が
あ
り
、
６
、７
月
に
知

恵
島
、
飯
尾
敷
地
、
鴨
島
の
３
つ

の
小
学
校
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、「
吉
野
川
市
市

制
10
周
年
記
念
錦
秋
吉
野
川
歌
舞

伎
」の
実
施
に
先
駆
け
、市
内
の
小・

中
学
校
の
児
童
生
徒
に
、
日
本
の

伝
統
芸
能
で
あ
る
歌
舞
伎
の
文
化

に
触
れ
、
そ
の
魅
力
を
知
る
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
隈く

ま

取ど

り
」

「
見み

得え

」「
花
道
」
と
い
っ
た
歌
舞
伎

特
有
の
事
柄
に
つ
い
て
映
像
を
通

し
て
学
ん
だ
り
、
歌
舞
伎
俳
優
の

屋
号
を
呼
び
か
け
る
「
大
向
こ
う
」

を
体
験
し
た
り
し
ま
し
た
。「
大
向

こ
う
」
の
体
験
で
は
、
市
制
10
周

年
歌
舞
伎
公
演
の
主
演
俳
優
、
片

岡
愛
之
助
さ
ん
の
屋
号
「
松
嶋
屋
」

を
映
像
に
あ
わ
せ
て
呼
び
か
け
、

会
場
全
体
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

10
月
に
は
、
川
田
西
小
学
校
と

山
川
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

吉
野
川
高
等
学
校
の
生
徒
が
制

作
し
た
押
し
花
ア
ー
ト
の
展
示
を
、

市
役
所
本
館
１
階
で
行
っ
て
い
ま

す
。
市
役
所
以
外
に
も
11
カ
所
で

展
示
し
て
い
ま
す
。
花
々
に
彩
ら

れ
た
個
性
豊
か
な
ア
ー
ト
の
世
界

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
制
10
周
年
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
10
月
に
行
わ
れ

る
記
念
式
典
に
お
い
て
、
押
し
花

ア
ー
ト
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。
10
周
年
を
彩
る
大
作
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課	

☎
22-

２
２
２
１

●問い合わせ・提出先　市企画財政課　☎22-2221

「ぼくのまちわたしのまち吉野川市」作品コンクールの作品募集
　市制10周年を記念し、小・中学生を対象に作品コンクールを行いますので、出展する作品を募集
します。応募いただいた方には、もれなく粗品を贈呈します。
テ ー マ

　あなたが住んでいる吉野川市、人・物・文化・自然（風景）などのこんなところが好き、ＰＲした
いところなどを絵やポスターにしていただきます。
作品募集

①絵画部門
　○応募資格　吉野川市内在住、または吉野川市内の学校に通う小学生
　　　　　　　低学年の部（１～３年生）・高学年の部（４～６年生）
　○応募規定　画用紙四つ切り（文字は入れないでください）
②ポスター部門
　○応募資格　吉野川市内在住、または吉野川市内の学校に通う中学生
　○応募規定　画用紙四つ切り（「吉野川市」の文字を入れてください）
募集期限

８月25日（月）まで
※市内の学校に通っている方は、夏休み最終登校日に学校へ提出してください。
※市外の学校に通っている方は、市ホームページをご覧いただくか、企画財政課（本館３階）までお問
　い合わせください。市ホームページアドレス  http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/docs/2014072200013/
展　　示

10月６日（月）から12月26日（金）まで、市役所本館および東館で展示します。
※都合により変更することがあります。
表　　彰

各部門、特選１点、準特選２点、入選３点について、10月４日（土）の記念式典で表彰します。
表彰者には表彰状および記念品を贈呈します。

ＮＰＯ法人とくしま傾
かぶ

く会
理事長　河野稔治さんの出前授業

生徒たちの力作を展示

歌
舞
伎
出
前
授
業

押
し
花
ア
ー
ト
展
示
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○
吉
野
川
市
国
際
交
流
協
会
設
立

10
周
年
記
念
事
業
「
世
界
を
楽
し

く
旅
す
る
講
座
」～
見
て・聴
い
て・

食
べ
て
、
世
界
を
体
験
！
～
（
吉

野
川
市
国
際
交
流
協
会
）
＝
世
界

の
国
々
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

た
め
に
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や
在
住
外
国
人
な
ど
を

講
師
に
講
演
会
や
講
座
、
写
真
パ

ネ
ル
展
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

７
月
に
開
催
し
た
第
１
回
オ
セ

ア
ニ
ア
編
に
引
き
続
き
第
２
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

と
き　

９
月
28
日
㈰
午
後
１
時

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

実
施
内
容　
第
２
回
北
ア
メ
リ
カ
編

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
生
涯
学
習
課
内
）

	

☎
22-

２
２
７
１

○
忌
部
の
歴
史
講
演
会
（
本
家
・

本
元
の
「
地
域
」
で
生
活
す
る
市

民
の
集
い
）
～
麻
植
郡
の
足
跡
と

共
に
～
（
日
の
出
・
宮
島
自
主
防

災
会
）
＝
吉
野
川
市
以
前
の
歴
史

を
懐
か
し
む
と
と
も
に
、
今
注
目

を
浴
び
て
い
る
「
忌
部
」
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
講
演
会
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
山
崎
八
幡
神
社

か
ら
忌
部
神
社
ま
で
の「
忌
部
ロ
ー

ド
」
を
歩
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
や
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

通
し
て
、
忌
部
の
歴
史
を
探
訪
し

ま
す
。

と
き　

８
月
30
日
㈯
午
後
１
時

と
こ
ろ　

山
崎
八
幡
神
社
、
元
木

会
館

参
加
費　

無
料

○
青
少
年
育
成
事
業
「
ト
ク
イ
ク

の
森
２
０
１
４
～
こ
こ
か
ら
は
じ

ま
る
未
来
～
」（（
一
社
）
吉
野
川

青
年
会
議
所
）
＝
子
ど
も
た
ち
の

郷
土
愛
を
育
み
、『
体
感
』と『
体
験
』

を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
と
、青
空
徳
育
授
業
で
「
奉

仕
・
友
愛
・
感
謝
の
心
」
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
た
青
少
年
育
成

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

９
月
15
日
㈪
㈷
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

少
年
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

対
象
者　

小
学
校
３
～
６
年
生

参
加
費　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
吉
野
川
青
年
会
議
所

	

☎
24-

８
７
２
５

（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
１
時
）

○
麻
名
尾
根
道
古
道
の
復
元
・
整

備
と
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
（
麻
名
尾

根
道
古
道
ク
ラ
ブ
）

【
第
３
回
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
】

と
き　

９
月
26
日
㈮
雨
天
中
止

集
合
場
所　

久
保
田
公
民
分
館
駐

車
場　

９
時
出
発

コ
ー
ス　

久
保
田
公
民
分
館
～
久

保
田
山
～
堀
割
峠
～
草
人
窯
（
昼
）

～
久
保
田
公
民
分
館
（
６
時
間
程

度
）

参
加
費　

２
０
０
円
（
保
険
料
等
）

持
参
物　

弁
当
、
雨
具
、
防
寒
具
、

水
筒
、
帽
子
、
地
図
、
嗜し

好こ
う

品
、

手
拭
い
な
ど

申
込
期
限　

９
月
20
日
㈯

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

麻
名
尾
根
道
古
道
ク
ラ
ブ　

鎌
田

☎
０
９
０
（
４
５
０
２
）
４
５
０
０

○
５
月
24
日
、「
第
２
回
里
山
ハ
イ

キ
ン
グ
」
が
麻
名
尾
根
道
古
道
ク

ラ
ブ
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
加
々
志
神
社
を
出
発
し
、
堀

割
峠
、
鳶
ヶ
巣
峠
、
寒
風
峠
、
長

戸
峠
、
峰
八
を
回
り
、
６
時
間
程

度
の
麻
名
尾
根
道
古
道
を
ハ
イ
キ

ン
グ
し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
約
20
人
の
参
加
者
は
、
里
山

の
歴
史
や
峠
の
遺
跡
な
ど
を
ク
ラ

ブ
員
の
案
内
で
散
策
し
ま
し
た
。

○
６
月
３
日
、「
市
制
10
周
年
記

念
吉
野
川
市
内
を
歩
か
ん
で
会
」

の
第
１
回
目
（
鴨
島
地
区
）
が
、

鴨
島
歩
こ
う
会
に
よ
っ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
約
１
５
０
人
が
参
加

し
、
吉
野
川
市
役
所
で
の
健
康
に

関
す
る
講
演
の
後
、
鴨
島
地
区
を

約
８
キ
ロ
に
渡
っ
て
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
参
加
者
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
と
と
も
に
、
一
人
一
人
が
日
々

の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
考
え
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課	

☎
22-

２
２
２
１

吉
野
川
市
市
制
10
周
年
記
念 

市
民
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
事
業
④

こ
ん
な
事
業
を
し
ま
す
！

平成26年７月１日現在

住民基本台帳（前月比）

計 43,640 （−45）

男 20,603 （−16）

女 23,037 （−29）

世帯数 17,928 （  −8）

※65歳以上人口
計 13,926人  男 5,875人  女 8,051人

〈人　　　権　　　相　　　談〉
 8 月14日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室

 8 月19日㈫ 13:30～16:00 交流センター人権擁護委員会室

 8 月26日㈫ 13:30～16:00 山川公民館研修室３

 9 月11日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
 8 月14日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室

 8 月21日㈭ 13:00～16:00 美郷支所会議室

 9 月 1 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館研修室１

 9 月 2 日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室

 9 月11日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
 8 月15日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

 9 月19日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

市民のうごき
今
月
の
税

国
民
健
康
保
険
税

第
２
期

納
期
限

9
月
1
日
㈪

※
累
計
は
平
成
26
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

5
月 1件

累
計 5件

救急出動

5
月 142件

累
計 770件

こ
ん
な
事
業
を
し
ま
し
た
！

第２回里山ハイキング吉野川市内を歩かんで会
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吉野川市農業委員会委員一般選挙の投票日は平成26年９月７日（日）です

　吉野川市農業委員会委員一般選挙においては、吉野川市の区域を次の３選挙区に分けて選挙します。

１.  選挙区について

選挙区 区　　域 選挙による委員定数
第１選挙区 鴨島町の区域 13人
第２選挙区 川島町・美郷の区域 ８人
第３選挙区 山川町の区域 ９人

２.  投票所と投票時間について

投票区名 施　　設　　名 所　　在　　地 投票時間
鴨島投票所（第１選挙区） 吉野川市役所本館 鴨島町鴨島115番地1

午前７時　
～午後８時

川島投票所（第２選挙区） 吉野川市川島支所 川島町桒村2421番地1
山川投票所（第３選挙区） 山川地域総合センター （旧山川庁舎） 山川町翁喜台117番地
美郷投票所（第２選挙区） ふるさとセンター 美郷字中筋194番地1

※８月31日（日）の立候補届け出の受け付けの結果、立候補者が定数を超えた選挙区のみ投票を行います。
　定数を超えない選挙区は投票を行いませんのでご注意ください。

ア．	投票には、投票所入場券を各自切り離し、本人が投票所に持参してください（もし忘れても投票はできます）。
イ．	投票所入場券は９月１日（月）から発送の予定です（無投票となった場合には発送しません）。
ウ．	今回の吉野川市農業委員会委員一般選挙は通常の選挙とは異なり、平成26年度農業委員会委員選挙人名
	 簿登録申請書を提出し、かつ、登録されている方でなければ投票できません。また、農業委員会委員選挙
	 人名簿に登録されていても、市外に転出されている方は投票することができません。

３.  注意事項

４.  期日前投票について

期日前投票の期間 ９月１日（月）～９月６日（土）　午前８時30分～午後８時
期日前投票所の場所 市役所　本館１階　111会議室

期日前投票ができる
主な事由

イ．職務などに従事中であることが見込まれる場合
ロ．用務などのため投票区の区域外に旅行・滞在中であることが見込まれる場合
ハ．疾病・負傷・老衰などにより歩行が困難であることが見込まれる場合

　都道府県選挙管理委員会の指定する病院・老人ホーム・身体障がい者支援施設などに入院されている方は、
病院などにおいて不在者投票ができます。早めに病院長・施設長などに申し出てください。

５.  不在者投票について

　下記の要件に該当する選挙人は「郵便等投票証明書」の交付を受け、自宅などで郵便などによる不在者投票
ができます。

６.  郵便等による不在者投票について

●身体障がい者手帳
下記のいずれかの障がいで、その程度が右に該当する方

障がいの程度

１級 ２級 ３級

両下肢・体幹・移動機能の障がい ● ● ―
心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸の障がい ● ― ●
免疫・肝臓の障がい ● ● ●

●介護保険被保険者証に要介護状態区分が要介護５と記載されている方
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か
れ
ま
す
。

　

１
カ
月
分
を
後
納
す
る
こ
と
に
よ

り
増
額
さ
れ
る
年
金
額
の
目
安
は
、

年
額
約
１
６
１
０
円
（
平
成
26
年
度
）

で
す
。

　

な
お
、
申
し
込
み
日
時
点
の
年
度

か
ら
３
年
度
以
前
の
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
国
保
年
金
課
（
本

館
１
階
）
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
も
し
く
は
徳
島
北
年

金
事
務
所
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

　

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
徳
島
県
社
会
保
険
労

務
士
会
ま
た
は
、
国
保
年
金
課
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

予
約
の
際
に
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番

号
、
相
談
内
容
な
ど
に
つ
い
て
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
８
月
21
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
３

時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
９
月
25
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
３

時
／
本
館
１
階
相
談
室

※
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、

印
鑑
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
ね

ん
き
ん
定
期
便
な
ど
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０-

９
６
７
９
５
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
１
１
）
０
５
０

受
付
時
間

月
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
７
時
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
、
翌
日
以
降
の
開
所
日
初

日
に
午
後
７
時
ま
で
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
）

火
～
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
（
祝
日
お
よ
び
12

月
29
日
か
ら
１
月
３
日
は
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
）

　

後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、
過
去
10
年
分
ま
で

遡さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

年
金
額
が
増
え
た
り
、
納
付
期
間
の

不
足
に
よ
り
年
金
受
給
資
格
の
な
い

方
が
資
格
を
得
ら
れ
た
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
平
成
27
年
９
月
ま
で

と
な
り
ま
す
の
で
、
今
の
機
会
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
10
年

以
内
に
未
納
期
間
や
未
加
入
期
間
が

あ
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
①
の

期
間
の
ほ
か
、
60
歳
以
降
の
任
意
加

入
中
に
未
納
期
間
が
あ
る
方

③
65
歳
以
上
で
年
金
受
給
資
格
が
無

く
、
①
、
②
の
期
間
が
あ
る
方

※
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
（
繰
り
上

げ
受
給
者
含
む
）
は
、
対
象
か
ら
除

国
民
年
金
だ
よ
り

●問い合わせ　市選挙管理委員会　☎22-2211

郵便等投票証明書交付申請の投票手順

① 「郵便等投票証明書 交付申請書」に身体障がい者手帳・介護保険被保険者証のコピーを添付して、「郵便
等投票証明書」の交付を選挙管理委員会に申請してください。

② 申請が受け付けられると、自宅へ「郵便等投票証明書」が郵送されます。

③ 選挙のたびに、「投票用紙等の請求書」が自宅へ送付されます。この「投票用紙等の請求書」に「郵便等
投票証明書」を添えて、選挙管理委員会まで送付してください。

④
選挙管理委員会から、投票用紙・投票用外封筒・投票用内封筒が自宅へ郵送されますので、投票してく
ださい。投票用外封筒に必要事項を記入の上、郵送（返信用封筒が同封されています）にて選挙管理委
員会まで返送してください。

注
意

①「郵便等投票証明書」の交付申請は、選挙の有無にかかわらず、いつでもできます。選挙告示日以降では、
処理に時間がかかることがありますので、できるだけ早めに申請してください。また、「郵便等投票証明
書」の交付要件に該当するかどうかわからないときは、選挙管理委員会まで手帳などをお持ちいただく
か、電話でお問い合わせください。
②投票用紙などの請求は、選挙投票日前４日までです（投票日が日曜日の場合、水曜日までに請求して
ください）。
③投票は、投票日の投票の終わる時刻までに選挙管理委員会に到着するよう、早めに返送してください。

７.  開票について

開　票　日　時 ９月７日（日）　午後９時から
開　票　場　所 吉野川市交流センター（川島町桒村2827番地70）

※無投票となった選挙区の開票は行いません。

後
納
制
度
の
利
用
が

可
能
な
方

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

後
納
制
度（
国
民
年
金
保
険
料
の
納

期
限
の
延
長
）を
ご
存
じ
で
す
か
？

増
え
る
年
金
額
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●問い合わせ　市税務課　課税係　☎22-2215

　平成26年度の地方税法などの一部改正によって、平成27年度から軽自動車税が以下のように
変更になります。

・・・ 平成27年度から軽自動車税が変わります ・・・

①原付や125cc以上のバイクなどの車両（平成27年度から税額が変わります）
車種区分 平成26年度まで 平成27年度から

原付

50cc以下 1,000円 2,000円
50cc超90cc以下 1,200円 2,000円
90cc超125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円
軽二輪（125cc超250cc以下） 2,400円 3,600円

小型二輪（250cc超） 4,000円 6,000円

小型特殊 農耕作業用 1,600円 2,000円
その他 4,700円 5,900円

②軽四輪などの車両（「最初の新規検査年」によって税額が異なります）
●「最初の新規検査年」が平成14年以前

車種区分 平成26年度 平成27年度 平成28年度から
三輪 3,100円 3,100円 4,600円

四輪以上
乗用 自家用 7,200円 7,200円 12,900円

営業用 5,500円 5,500円 8,200円

貨物用 自家用 4,000円 4,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,000円 4,500円 

平成26年度および平成27年度は現行税率です。平成28年度から増税になります。

●「最初の新規検査年」が平成15年～平成27年３月

車種区分 平成26年度
平成27年度から

最初の新規検査年から
13年目まで

最初の新規検査年から
14年目以降

三輪 3,100円 3,100円 4,600円

四輪以上
乗用 自家用 7,200円 7,200円 12,900円

営業用 5,500円 5,500円 8,200円

貨物用 自家用 4,000円 4,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,000円 4,500円

「最初の新規検査年」から13年目までは現行税率です。14年目以降増税になります。
「最初の新規検査年」が平成15年度の場合は、平成29年度から増税になります。

●「最初の新規検査年」が平成27年４月以後

車種区分 平成26年度まで
平成27年度から 

最初の新規検査年から
13年目まで

最初の新規検査年から
14年目以降

三輪 − 3,900円 4,600円

四輪以上
乗用 自家用 − 10,800円 12,900円

営業用 − 6,900円 8,200円

貨物用 自家用 − 5,000円 6,000円
営業用 − 3,800円 4,500円

「最初の新規検査年」から13年目までは新税率です。14年目以降増税になります。

※最初の新規検査年とは
自動車検査証に記載されている初度検査年のことです。

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

●
と
き　

8
月
31
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館
１
階
相
談
室

●
内
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
相
談

●
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
徴
収
係　

☎
22-

２
２
１
５

　
　
　
　
　
　
　

市
国
保
年
金
課　
　

☎
22-

２
２
１
３
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●問い合わせ・申し込み　市農地林業課　☎22-2223

木造住宅新築補助事業『拡充』のお知らせ
　吉野川市では、木材需要の拡大と定住促進を図るため、平成25年９月から、市内に木造住宅
を新築する方を対象に、市有林材（※１）（原木丸太）の支給事業を行っています。
　このたび、原木丸太素材の支給に加え、一次加工した正角材（柱材）を支給する事業を平成
26年９月１日から開始します。
　　　※１・・・市有林で伐採された木材

以下の要件を満たす方
①吉野川市内に住所を有し、または市内に転入を予定していること。
②自らの居住を目的に、木造軸組の住宅を新築するものであること。
③市税を滞納していないこと。

対象者が吉野川市内に新築する住宅で、以下の要件を満たす住宅
①延べ床面積40㎡以上280㎡以下で、住宅以外の目的で使用する部分の床面積が全体の２分の１未満である
　こと。
②住宅全体の木材使用量の60％以上が、市有林材と市内加工材（※２）を使用するものであること。
③住宅の建築に関する建築業者または設計業者のいずれかが、吉野川市内の業者であること。
④申請した年度の翌年度内に住宅が完成するものであること。
⑤建築基準法などの関係法令に違反していないものであること。

　　　※２・・・市有林材以外の木材で、徳島県内の森林で伐採され、吉野川市内で加工されたもの

原木（丸太）支給　　　２棟程度
正角材（柱材）支給　　３棟程度（いずれも先着順）

吉野川市木造住宅新築補助事業支給申請書と関係書類
（位置図、設計図書、要件を満たすことが分かる書類など）
※詳しくは農地林業課（東館１階）までお問い合わせください。

市有林の伐採時期（伐り旬）の関係上、木材の支給は12月以降となる予定です。
また、市有林材は、申請した年度内に受け取っていただきます。 

対 象 者

対象住宅

募集戸数

必要書類

備　　考

支 給 量 （丸太か角材のどちらか一方を選んでいただきます）

原　木（丸太） 正角材（約12cm×12cm×3m）

延べ床面積の3.3㎡（1坪）あたり0.7㎥
（小数点第２位以下は切り捨て）
【例】延べ床面積132㎡ (40坪)の住宅
132㎡÷3.3㎡×0.7㎥＝28.0㎥ ← 支給量
※支給量の上限は35㎥

延べ床面積の3.3㎡（1坪）あたり2.5本
（小数点以下は切り捨て）
【例】延べ床面積132㎡ (40坪)の住宅
132㎡÷3.3㎡×2.5本＝100本 ← 支給量
※支給量の上限は125本
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●問い合わせ　市下水道課　☎22-2258

●問い合わせ　市環境企画課　☎22-2230

守ってますか？「犬」・「猫」 飼い主のマナー
　動物を飼うこと、動物たちとともに暮らしふれあうことは、心の豊かさや潤い、安らぎを得ることが
できます。
　しかし、動物を飼うことは、同時に飼い主としての責任と義務が伴います。無責任な飼い方は、周囲
に迷惑となるだけではなく、動物たちも不幸にしてしまいます。
　世の中の人すべてが動物好きではありません。動物を飼うときには、万が一あなたの犬や猫が他人に
迷惑をかけたとき、責任を取るという自覚も持たなければなりません。
　飼い主すべての方が正しい飼い方をして、動物を飼うことに対する周囲の理解と協力を深め、動物と
ともに楽しく暮らせる社会を共にめざしましょう。
①ふんの後片付けは必ずしましょう。 特に散歩時のふんは必ず持ち帰りましょう。
②犬や猫を捨てないようにしましょう。
③不幸な犬や猫を作らないために、不妊手術を受けさせましょう。
④野良犬や野良猫にむやみに餌をあたえないようにしましょう。

　散歩に出かける前に家で済ませるしつけをしましょう。
　最近、犬や猫のふん害による苦情が多数寄せられています。「田や畑だからふんは肥料になるからい
いじゃないか」「河川だからいいだろう」などの意見は、大きな間違いです。
　考えてみてください。自分の家の敷地内に犬や猫のふんがあったらどのような気持ちになりますか？
いい気分ではないと思います。田や畑であっても他人の土地であれば同じことです。「肥料になるから」
というのは言い訳です。何より生のふんは植物には有害です。
　飼い主の方は、飼い犬を散歩させるときは、必ずふんを処理するためのポリ袋やスコップを携帯し、
必ず持ち帰ってください。
※吉野川市では、「吉野川市飼い犬等のふん害の防止に関する条例」を定め、悪質な飼い主に対しては

条例で定められた措置を取ることがあります。

下水道への接続にご協力ください！
～公共下水道の供用開始区域内に建物を所有されている方へ～

☆ ９月10日は『下水道の日』です ☆

　私たちが健康で文化的に生活するには、住居や職場での衛生的で利便性が高い快適な空間の確保が求
められます。下水道は、居住環境の改善や公衆衛生の向上のみならず、河川や用水路などの水質を保全し、
地域の自然環境や生態系を恒久的に保護するために欠かせない施設です。
　公共工事として道路などに下水道管が埋設され、「公共ます」が戸別に設置されると、下水道の供用
開始が公示されます。ここからは民間工事として、ご家庭や事業所の便所、台所、風呂場などからの排
水を「公共ます」につなぎ込み（接続）ができますので、遅滞なく接続をお願いします。
　吉野川市でも、良質で豊かな水を大切な資源として利活用できる持続可能な循環型社会の形成が急が
れます。今後の下水道の普及促進にご理解とご協力をお願いします。
　なお、吉野川市の下水道普及率は平成25年度末で、47.9％です。平成24年度末の全国平均は76.3％

（徳島県平均は16.3％で全国ワースト１）です。

道路や公園は犬のトイレではありません
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●問い合わせ　市環境企画課　☎22-2230

●問い合わせ　市運転管理センター　☎25-2111

市指定ごみ袋の自治会交付金について

ごみ集積所の補助金について

　市役所で市指定ごみ袋を購入した場合、購入数に応じて自治会に交付金を交付します。
１．交付対象	 ・交付金の対象となるのは市民生活課（本館１階）または各支所（川島・山川・美

　郷）で購入したごみ袋です（店舗などで購入したごみ袋は対象になりません）。
	 ・自治会長が取りまとめて購入しても個人が購入しても、その自治会の購入実績に

　なります（ただし自治会加入者の方に限ります）。
２．交付金	 ・市役所でごみ袋を購入すると、１袋（10枚入り）あたり30円の交付金を自治会

　へ交付します。
	 　交付金＝年間購入袋数合計×30円（１袋あたり）＋3,000円（年間基本額）
	 ・この計算による交付金（１年分）を毎年５月に自治会指定口座に振り込みます。

１．補助対象	 	 自治会などが行う、ごみ集積かご（移動式のものを含む）の設置に要する経費
２．補助金の額	 １件につき８万円を限度
		  （申請多数の場合は、予算の都合上、交付できない場合があります）

コンポスター購入補助金について
○設置型コンポスター・運搬型コンポスター
１．補助金の額	 購入費用の２分の１(100円未満切り捨て)
	 設置型上限　3,000円　　　それぞれ１世帯２基まで	 運搬型上限　1,000円
○電気式生ごみ処理機
１．補助金の額　購入費用の２分の１または３万円のいずれか低い額(100円未満切り捨て)
　※申請手続きは、環境企画課（本館２階）または各支所（川島・山川・美郷）で行えます。

浄化槽設置の補助金について
　生活排水による水質汚濁を防止するため、合併浄化槽を設置する際、補助金を交付します。
１．対象となる地域	 ①公共下水道事業の認可区域以外の区域
	 ②農業集落排水事業の事業区域以外の区域
２．補助対象者	 専用住宅または床面積の２分の１以上が住居用建物で、浄化槽を設置しよ

うとする方
※補助金の申請は、環境企画課（本館２階）で随時受け付けています（ただし、予算の範囲内と

なります）。
※申請書は、浄化槽工事予定日1週間前までに提出してください。事前着工している浄化槽は補

助の対象になりません。
３．補助金額（平成26年度）

＊くみ取り式および単独槽からの転換 ＊転換以外の新設
人槽区分 補助金額 人槽区分 補助金額

５人槽 332,000円 ５人槽 165,000円
６〜７人槽 414,000円 ６〜７人槽 207,000円
８〜 10人槽（※） 548,000円 ８〜 10人槽（※） 273,000円

※８〜 10人槽は、二世帯住宅に限る。
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●問い合わせ　市子育て支援課　☎22-2266

第１回　吉野川市「ストップ！児童虐待」作品展 作品募集
１．趣　旨

　児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加傾向にあり、子どもの生命が奪われるなどの重大な事件も後
を絶たない状況にあります。国では毎年11月を「児童虐待防止推進月間」とし、児童虐待問題に対する社会的
関心の喚起を図るため、集中的な広報・啓発活動を実施することとしています。
　本市でも「児童虐待防止推進月間」の取り組みの一つとして、第１回吉野川市「ストップ！児童虐待」作品展
を開催し、「児童虐待は社会全体で解決すべき問題」として市民一人一人の意識を高めます。

２．児童虐待とは（定義）
◆身体的虐待・性的虐待・ネグレクト（育児放棄）・心理的虐待の４種類に分類されます。
　　虐待（定義）の具体的な内容については、下記の厚生労働省ホームページをご覧ください。
　　http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosodate/dv/about.html

３．募集作品
① 絵画・ポスター部門

○応募資格：吉野川市在住の小学生・中学生・高校生、
または吉野川市内の小学校・中学校・高校に通う児童・
生徒。

○応募規定：B ４～ A ２判以内とし、画材は特に問いま
せん。

○応募方法：作品の裏面に学校名、学年、氏名を明記し、
一人１点とします。

○ポスターを出展の際には、必ず「児童虐待防止のメッ
セージ」を入れて下さい。

※氏名には振り仮名をふってください。

② 作文部門
○応募資格：吉野川市在住の小学生・中学生・高校生、

または吉野川市内の小学校・中学校・高校に通う児童・
生徒。

○応募規定：400字詰め原稿用紙で小学校低学年（１～
３年生）は２～３枚以内、小学校高学年（４～６年生）
は３～４枚以内、中学生・高校生は４～５枚以内とし
ます。

○原稿は、自筆（ＨＢまたはＢ）によるものとします。
○応募方法：作品にはタイトルの他に学校名、学年、氏

名を明記し、一人１点とします。
※氏名には振り仮名をふってください。

③ 標語部門 
○応募資格：吉野川市在住の方、または吉野川市内の小

学校・中学校・高校に通う児童・生徒。
○応募規定：はがき大の用紙に、一人1点とします。
○応募方法：作品には、住所、氏名、生年月日、電話番

号を明記し、一人１点とします。
※氏名には振り仮名をふってください。

④ 書道部門
○応募資格：吉野川市在住の小学生・中学生・高校生、

または吉野川市内の小学校・中学校・高校に通う児童・
生徒。

○応募規定：半紙（縦32.7㎝・横24.3㎝）を縦長で使用
してください。

○小学校低学年（１～３年生）の課題は「なかよし」、小
学校高学年（４～６年生）の課題は「人権」、中学生・
高校生の課題は「虐待防止」とします。

○楷書、行書に限ります。
○応募方法：作品中の左端に学校名、学年、氏名を墨書

きし一人１点とします。
○台紙は、付けないでください。

◎募集期間	 ８月１日（金）～９月30日（火）
◎展示場所	 吉野川市役所内（展示を希望されない方は、作品提出時に申し出てください）
		  ※併せて児童虐待防止啓発パネル展も開催予定です
◎展示期間	 11月（詳細が決定しましたら、市ＨＰなどでお知らせします）
◎展示時間	 上記期間の、土・日・祝日以外の午前８時30分から午後５時15分まで

◎出展いただいたすべての方に参加賞を贈呈します
※吉野川市内の学校に通っている小学生・中学生・高校生の方は、作品を学校に提出してください。
※小学生・中学生・高校生以外の方は、子育て支援課（本館１階）まで持参もしくは郵送にて提出してください。
※郵送の場合は、必ず氏名・住所・電話番号の記入をお願いします。

◎出展いただいた作品については、吉野川市役所内で展示後、標語については厚生労働省の平成27年度「児童虐
待防止推進月間」の標語募集に、すべての標語を応募させていただき、優秀な作品については国から表彰があります。

◎「虐待かも？」と思ったら迷わず連絡を!!
児童相談所全国共通ダイヤル	 	 ☎ ０５７０－０６４－０００
徳島県中央こども女性相談センター 	 ☎ ０８８－６２２－２２０５
吉野川市子育て支援課子ども相談室	 ☎ ２２－２２６７

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》「
こ
こ
に
い
る
！
」　

早
め
の
点
灯　

命
を
守
る	

天
羽　

由
季
恵
（
上
浦
小
学
校
６
年
）
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６
月
４
日
、
功
績
の
あ
っ
た
団
体

お
よ
び
個
人
に
対
し
て
、
徳
島
県

か
ら
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
犬

伏
正
春
さ
ん
、
倉
崎
敬
三
さ
ん
、
桃

井
春
男
さ
ん
、
鴨
島
町
消
費
者
協

会
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

５
月
31
日
か
ら
６
月
15
日
、
美

郷
ほ
た
る
館
で
美
郷
ほ
た
る
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

種野小学校の模擬店
「たねのや」 全国大会へ向けての合同練習

五九郎さんの服装で
五九郎おどり

大勢の園児たちが来てくれました 五九郎まつりでの法啓発パレード

宣言パネルを除幕

　

６
月
８
日
、徳
島
市
立
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、第
37
回
全
日
本
お
か

あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
徳
島
大
会
が
開

催
さ
れ
、よ
し
の
が
わ
フ
ラ
ウ
エ

ン
コ
ー
ル
が
初
の
全
国
大
会
出
場

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

団
員
は
約
60
人
で
、代
表
を
務

め
る
横
田
節
子
さ
ん（
山
川
町
町
）

は
、「
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
求

め
て
、団
員
全
員
で
協
力
し
な
が

ら
素
晴
ら
し
い
合
唱
を
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
」と
、全
国
大
会
に
向

け
て
の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

全
国
大
会
は
、８
月
23
・
24
日
に

新
潟
県
の
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
新
潟
市

民
芸
術
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

６
月
28
日
、五
九
郎
ま
つ
り
で

法
啓
発
パ
レ
ー
ド
、７
月
１
日
に

　

６
月
13
日
、め
ぐ
み
幼
稚
園
の

園
児
た
ち
が
市
役
所
を
訪
れ
、お

花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

め
ぐ
み
幼
稚
園
で
は
、毎
年
こ

の
季
節
に
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め

て
お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い

ま
す
。

は
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で

法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝

達
式
と
、広
報
車
に
よ
る
啓
発
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
、
８
日
は
、
平
八
幡
神

社
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞

の
披
露
や
、
種
野
小
学
校
の
児
童

に
よ
る
模
擬
店
の
ほ
か
、
梅
干
し
の

種
飛
ば
し
競
争
や
輪
投
げ
競
争
な

ど
の
催
し
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
家
族

連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

徳
島
県
表
彰
を
受
賞

美
郷
ほ
た
る
ま
つ
り

五
九
郎
ま
つ
り

お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

６
月
28
日
、
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中

央
通
り
で
、
鴨
島
町
出
身
の
曽
我

廼
家
五
九
郎
の
至
芸
を
た
た
え
る

「
五
九
郎
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
鴨
島
小
学
校
の
児
童
に
よ
る

金
管
バ
ン
ド
、
五
九
郎
太
鼓
保
存

会
に
よ
る
五
九
郎
太
鼓
の
演
奏
な

ど
が
行
わ
れ
、歩
行
者
天
国
と
な
っ

た
通
り
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
た
く
さ
ん
の
方
が
催
し
や
夜

店
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

６
月
19
日
、「
人
権
の
花
咲
く
ま

ち
吉
野
川
」
の
実
現
に
向
け
た
決

意
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
す
る

た
め
、
宣
言
の
文
言
を
記
し
た
パ

ネ
ル
を
庁
舎
本
館
南
側
玄
関
に
掲

示
し
、
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
市
長
と
市
人
権
教
育

推
進
協
議
会
の
鹿
児
島
理
事
長
が

パ
ネ
ル
を
除
幕
し
、
続
い
て
庁
舎

本
館
西
側
に
「
吉
野
川
市
は
『
人

権
尊
重
の
ま
ち
』
を
宣
言
し
ま
す
」

と
書
か
れ
た
懸
垂
幕
を
掲
げ
ま
し

た
。

　

宣
言
文
の
パ
ネ
ル
は
、
市
の
主

な
施
設
や
小
・
中
学
校
な
ど
に
も

掲
示
し
て
い
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

吉
野
川
市「
人
権
尊
重
の
ま
ち
」

宣
言
パ
ネ
ル
除
幕
式

お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

全
国
大
会
出
場

倉崎敬三さん
（鴨島町）

犬伏正春さん
（山川町）

桃井春男さん
（山川町）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
大
丈
夫
？　

あ
な
た
の
道
路
の　

わ
た
り
か
た	

佐
藤　

美
綾
（
牛
島
小
学
校
５
年
）
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６
月
29
日
、
第
34
回
全
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
徳
島
県

大
会
の
決
勝
戦
が
松
茂
町
総
合
体

育
館
で
あ
り
、
今
大
会
か
ら
新
設

さ
れ
た
男
女
混
合
で
、
飯
尾
敷
地

チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
全
国
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
岡
崎
拓
弥
く
ん

（
飯
尾
敷
地
小
６
年
）
は
、「
勝
っ

た
瞬
間
は
す
ご
く
気
持
ち
良
か
っ

た
。
全
国
大
会
で
は
強
敵
ば
か
り

だ
が
、
弱
気
に
な
ら
ず
、
徳
島
県

代
表
と
し
て
元
気
を
出
し
て
頑
張

り
た
い
。」
と
全
国
大
会
へ
向
け
て

の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

初
代
王
者
と
な
っ
た
飯
尾
敷
地

チ
ー
ム
は
、
県
代
表
と
し
て
８
月
13

日
か
ら
16
日
に
か
け
て
東
京
体
育

館
な
ど
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
へ

出
場
し
ま
す
。

飯
尾
敷
地
が
全
国
大
会
へ全国大会出場の飯尾敷地チーム

　

あ
る
と
こ
ろ
に
、
お
じ
い
さ
ん
と

息
子
夫
婦
と
孫
の
４
人
が
一
緒
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
年

を
と
っ
て
、
食
べ
物
を
こ
ぼ
し
、
服

や
テ
ー
ブ
ル
を
汚
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
あ
る
日
、
食
器
を
落

と
し
て
割
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

息
子
夫
婦
は
、「
も
う
、ほ
ん
ま
に
、

じ
い
さ
ん
た
ら
、
汚
い
な
あ
。
じ
い

さ
ん
に
は
高
価
な
皿
は
も
っ
た
い
な

い
わ
。
落
と
し
て
も
割
れ
ん
よ
う
な

粗
末
な
木
の
皿
で
十
分
じ
ゃ
。」
と

言
い
な
が
ら
、
食
器
を
木
の
皿
に
変

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

お
じ
い
さ
ん
は
何
も
言
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
息
子
夫
婦
は
自

分
の
子
ど
も
が
木
を
削
っ
て
い
る
の

を
見
つ
け
ま
し
た
。「
息
子
よ
。
何

を
し
て
る
ん
だ
い
？
」
と
尋
ね
ま
し

た
。
す
る
と
息
子
は
、「
木
で
お
皿

を
作
っ
て
る
よ
。」
と
答
え
ま
し
た
。

夫
婦
が
「
そ
の
お
皿
は
何
に
使
う
ん

だ
い
？
」
と
聞
く
と
、
息
子
は
「
お

父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
や
が
て
年
を

と
る
よ
ね
。
だ
か
ら
こ
の
木
の
皿
で

ご
は
ん
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
と

［
山
川
ピ
ン
ボ
ケ
ク
ラ
ブ
］

　
『
大
勢
の
人
を
魅
了
す
る
写
真
』

を
求
め
て
、
山
川
町
内
の
カ
メ
ラ

好
き
が
集
ま
り
、
撮
影
の
技
術
や

セ
ン
ス
を
磨
こ
う
と
、
平
成
15
年

に
「
山
川
ピ
ン
ボ
ケ
ク
ラ
ブ
」
と

し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
、

会
員
数
は
40
代
か
ら
80
代
の
計
15

人
で
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
写
真

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

山
・
川
・
海
な
ど
、
カ
メ
ラ
を

片
手
に
東
奔
西
走
し
、
仕
上
げ
た

作
品
を
雑
誌
な
ど
に
応
募
し
て
、

誌
上
に
自
分
の
名
前
が
掲
載
さ
れ

た
時
の
喜
び
は
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
で
出
掛
け
る
撮

影
会
も
楽
し
み
で
す
。
一
人
で
は

な
か
な
か
行
け
な
い
と
こ
ろ
へ
も

仲
間
が
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

作
品
の
発
表
会
と
し
て
は
、
市

文
化
祭
や
市
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

の
総
合
美
術
展
へ
の
出
展
の
ほ
か
、

独
自
で
写
真
展
を
開
催
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
毎
月
第
３
金
曜
日

の
定
例
会
に
、
写
真
を
持
ち
寄
っ

て
互
い
に
助
言
し
合
っ
た
り
、
奇

数
月
に
は
互
選
会
を
実
施
し
、
優

秀
者
に
は
年
間
賞
と
し
て
賞
品
を

人
権
と
ぴ
っ
く
す

思
っ
て
・
・
・
。」
と
言
い
ま
し
た
。

　

夫
婦
は
息
を
の
み
ま
し
た
。

【
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
】

○
粗
末
な
木
の
皿
を
与
え
ら
れ
た
お

じ
い
さ
ん
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ

た
で
し
ょ
う
。

○
木
の
皿
を
つ
く
っ
て
い
る
子
ど
も

の
気
持
ち
を
、
夫
婦
は
ど
う
感
じ
た

で
し
ょ
う
。

　

家
庭
は
子
ど

も
が
最
初
に
出

会
う
一
番
小
さ

な
「
社
会
」
で

す
。
そ
こ
で
子

ど
も
は
言
葉
を

覚
え
、
知
恵
を

つ
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
通
し
て
成
長
し
て
い
き

ま
す
。

　

家
庭
で
の
一
言
一
言
や
行
動
が
、

子
ど
も
の
心
を
育
て
も
す
る
し
、
ゆ

が
め
も
す
る
の
で
す
。

　

家
族
、
と
り
わ
け
親
の
人
権
意
識

を
お
手
本
と
し
て
、
子
ど
も
の
人
権

意
識
は
育
っ
て
い
き
ま
す
。

（
吉
野
川
市
人
権
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
）
よ
り

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

贈
る
な
ど
の
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　

山
川
ピ
ン
ボ
ケ
ク
ラ
ブ
で
は
、

山
川
町
内
外
を
問
わ
ず
新
入
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
好

き
の
方
、
こ
れ
か
ら
カ
メ
ラ
を
始

め
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
て
い
る
方

な
ど
、
皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

山
川
ピ
ン
ボ
ケ
ク
ラ
ブ

　

会
長　

山
下　

善
廣

	

☎
42-

２
９
６
８

人
権
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

こ
ん
な
活
動
や
っ
て
ま
す

この写真は、当クラブの岸田義市さんが撮影した「祖谷に暮らす」（３枚組）。
第22回放美展（四国放送、県美術家協会主催）写真部門で第１席にあたる放美
賞に輝いた作品です。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
守
ろ
う
よ　

交
通
ル
ー
ル
と　

自
分
の
命	

長
家　

歩
実
（
森
山
小
学
校
３
年
）
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児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な

ど
で
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童
を
監
護
・
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
（
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
く
）。

手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
請

求
を
し
な
い
と
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
監
護
・
養
育
し
て
い
る
方

や
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
方
の
所
得

に
よ
り
、
手
当
の
一
部
ま
た
は
全
部
が

支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
（
過

去
に
所
得
が
高
く
請
求
し
て
い
な
い
方

で
も
、
今
年
度
の
所
得
状
況
で
手
当
が

支
給
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
）。

　

な
お
、
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め

る
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

は
、
両
親
が
い
る
場
合
で
も
、
児
童
扶

養
手
当
の
対
象
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、

同
一
の
児
童
を
対
象
と
し
た
、
そ
の
父

ま
た
は
母
が
受
け
て
い
る
障
が
い
年
金

の
子
加
算
と
配
偶
者
へ
の
児
童
扶
養
手

当
の
両
方
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
児
童
扶
養
手
当
と
障
が
い
年
金
の

子
加
算
の
ど
ち
ら
を
受
け
る
か
に
つ
い

て
は
、
平
成
23
年
４
月
に
「
障
が
い
年

金
加
算
改
善
法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
届
け
出
に
よ
り
原
則
と
し
て

金
額
の
高
い
方
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課
（
本
館

１
階
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
６

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」

を
８
月
中
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

８
月
中
に
提
出
が
な
い
と
８
月
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
期
間
中
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
限　

８
月
29
日
㈮
（
土
・
日
を

除
く
）

提
出
場
所　

子
育
て
支
援
課
（
本
館
１

階
）

持
参
物　

印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
・
ゴ
ム
印

以
外
）、
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
平
成

25
年
度
受
給
対
象
者
の
方
）

※
ご
家
庭
の
状
況
に
応
じ
、
他
に
書
類

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
６

　

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め

に
郵
送
ま
た
は
窓
口
に
て
申
請
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
支
給
を
決
定
す
る
際
に
所
得
・
課
税

の
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
未
申
告
の
方
は
税
務
課
で
早
急

に
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

９
月
30
日
㈫
（
郵
送
の
場

合
は
、
９
月
30
日
の
消
印
ま
で
有
効
）

	

期
限
厳
守

受
付
場
所

［
臨
時
福
祉
給
付
金
］

福
祉
総
務
課
（
本
館
２
階
）

［
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
］

子
育
て
支
援
課
（
本
館
１
階
）

臨
時
福
祉
給
付
金
や
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
請
内
容
に
つ
い
て
、
不
明
な
点
が

あ
っ
た
場
合
、
市
か
ら
問
い
合
わ
せ
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、Ａ
Ｔ
Ｍ（
現

金
自
動
預
払
機
）
の
操
作
や
、
給
付
の

た
め
の
手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求

め
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
場
合
は
、
阿
波
吉
野
川
警
察
署
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

［
臨
時
福
祉
給
付
金
］

市
福
祉
総
務
課	

☎
36-

１
１
７
７

［
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
］

市
子
育
て
支
援
課	

☎
22-

２
２
６
６

お
知
ら
せ

「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」の

提
出
に
つ
い
て

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

「
児
童
扶
養
手
当
」の

請
求
は
お
済
み
で
す
か

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
と
ま
る
だ
ろ
う　

そ
の
気
の
ゆ
る
み　

事
故
の
も
と	

福
島　

稜
乃
（
鴨
島
小
学
校
５
年
）
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農
地
を
売
買
・
贈
与
し
た
り
、
農
地

に
家
を
建
て
た
り
資
材
置
場
に
す
る
な

ど
、
農
地
以
外
の
も
の
に
転
用
す
る
時

に
は
農
地
法
上
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
委
員
会
で
は
従
来
、
許
可
申
請

書
の
受
付
締
切
日
を
毎
月
10
日
の
午
前

中
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
月
受

付
分
か
ら
毎
月
５
日
の
午
前
中
ま
で

（
そ
の
日
が
閉
庁
日
に
あ
た
る
場
合
は
、

そ
の
前
の
開
庁
日
）
に
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
の
内
容
に
よ
っ
て
は
随

時
受
付
を
行
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
不
明
な
場
合
は
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
農
業
委
員
会
事
務
局

	

☎
22-

２
２
２
７

申
込
期
間　

９
月
１
日
㈪
～
10
月
１
日

㈬提
出
先　
（
公
財
）
徳
島
県
建
設
技
術

セ
ン
タ
ー
（
徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
１
丁

目
41　

徳
島
県
林
業
セ
ン
タ
ー
２
階
）

受
験
手
数
料　

１
万
円
（
受
験
講
習
、

テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

と
き　

10
月
31
日
㈮

	

午
後
１
時
40
分
～
３
時
40
分

と
き　

11
月
11
日
㈫

	

午
後
１
時
40
分
～
３
時
40
分

受
験
講
習
お
よ
び
試
験
場
所　

ア
ス

テ
ィ
と
く
し
ま
２
階
第
４
会
議
室

問
い
合
わ
せ

（
公
財
）
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

	
☎
０
８
８
（
６
２
５
）
３
９
９
１

市
下
水
道
課　

総
務
係

	
☎
22-

２
２
５
８

申
込
期
間　

９
月
１
日
㈪
～
10
月
１
日

㈬提
出
先　
（
公
財
）
徳
島
県
建
設
技
術

セ
ン
タ
ー
（
徳
島
県
林
業
セ
ン
タ
ー
２

階
）

講
習
手
数
料　

１
万
円
（
講
習
、
テ
キ

ス
ト
代
、
再
登
録
料
な
ど
を
含
む
）

更
新
講
習
日
程　
（
全
４
日
程
）

と
き　

11
月
17
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

と
こ
ろ　

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
［
県
郷
土

文
化
会
館
］
５
階
小
ホ
ー
ル
（
徳
島
市

藍
場
町
２
丁
目
14
番
地
）

と
き　

11
月
18
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

と
こ
ろ　

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
［
県
郷
土

文
化
会
館
］
４
階
大
会
議
室

と
き　

11
月
25
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

と
こ
ろ　

阿
南
市
文
化
会
館
研
修
室

（
阿
南
市
富
岡
町
西
池
田
35
番
地
１
）

と
き　

11
月
26
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

と
こ
ろ　

う
だ
つ
ア
リ
ー
ナ
（
美
馬
市

脇
町
新
町
１
９
６
番
地
）

問
い
合
わ
せ

（
公
財
）
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
８
８
（
６
２
５
）
３
９
９
１

市
下
水
道
課　

総
務
係

	

☎
22-

２
２
５
８

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
民
間
移
管

す
る
予
定
の
吉
野
川
市
養
護
老
人
ホ
ー

ム
芳
越
荘
に
つ
い
て
、
移
管
先
の
候
補

者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
法
人
で
あ
る
こ
と

①
社
会
福
祉
法
第
22
条
に
規
定
す
る
社

会
福
祉
法
人

②
吉
野
川
市
内
に
事
業
所
を
置
く
法
人

で
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
実
績
が

あ
る
こ
と

③
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る
た
め

に
必
要
な
経
営
基
盤
お
よ
び
社
会
的
信

望
を
有
し
て
い
る
こ
と

応
募
書
類
の
配
布　

８
月
18
日
㈪
か
ら

９
月
１
日
㈪
に
、
福
祉
総
務
課
（
本
館

２
階
）
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配

布応
募
期
間　

９
月
１
日
㈪
～
９
月
５
日

㈮
午
前
９
時
～
午
後
５
時

応
募
書
類
提
出
場
所　

福
祉
総
務
課

※
窓
口
受
付
の
み

と
き　

８
月
25
日
㈪
午
後
２
時

と
こ
ろ　

市
役
所
東
館
２
３
１
会
議
室

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課	

☎
22-

２
２
６
１

農
地
法
許
可
申
請
書
の

受
付
締
切
日
の
変
更
に
つ
い
て

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
更
新
講
習

『
吉
野
川
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム

芳
越
荘
』民
間
移
管
先
募
集

受
験
講
習

試　
　

験

募

　集

募
集
に
関
す
る
説
明
会

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
交
通
ル
ー
ル　

ま
も
っ
て
楽
し
い　

登
下
校	

萬
木　

琥
太
郎
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
３
年
）
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対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
方

利
用
期
間　

10
月
～
12
月

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
21
（
川
島
町
川
島
１
０
６‒

２　

☎
26-

３
０
１
０
）

※
見
学
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
実
施
場

所
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

コ
ー
ス　

水
中
運
動
、
マ
シ
ー
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
は
、
介
護
保
険
課
（
本
館
２

階
）、
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）、

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
21
に
あ

り
ま
す
。

申
請
締
切　

９
月
12
日
㈮

※
送
迎
が
必
要
な
方
は
、
事
業
所
が
送

迎
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課　

地
域
支
援
係

	

☎
22-

２
２
６
５

喜
来
第
５
団
地
（
鴨
島
）　　
　

１
戸

東
須
賀
団
地
第
２
（
川
島
）　　

１
戸

ほ
た
る
川
団
地
（
山
川
）　　
　

１
戸

ほ
た
る
川
第
２
団
地
（
山
川
）　

１
戸

平
第
２
団
地
（
美
郷
）　　
　
　

１
戸

【
家
賃
】
収
入
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す

【
申
込
期
間
】
８
月
18
日
㈪
～
29
日
㈮

（
土
・
日
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後

５
時

【
申
し
込
み
で
き
る
方
】

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ

る
方
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
（
市
内

の
公
営
住
宅
に
現
在
入
居
し
て
い
る
人

は
除
く
）

②
所
得
が
所
定
の
基
準
に
該
当
す
る
方

③
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
の
い
る
方
（
単
身
で
も
申
し
込

み
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

④
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
警
察
か
ら
暴
力
団
員
と
認
定
さ
れ
た

方
は
、
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
方
法
】

　

都
市
計
画
住
宅
課
（
東
館
２
階
）
ま

た
は
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
添
付
書
類
と
一
緒
に
都
市

計
画
住
宅
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
申
込
書
類
】

①
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

②
添
付
書
類

（
１
）
所
得
・
課
税
証
明
書
（
家
族
で

収
入
の
あ
る
方
全
員
分
が
必
要
で
す
）

（
２
）
納
税
証
明
書
（
未
納
が
な
い
証

明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
）

※
右
記
の
他
に
書
類
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
都
市
計
画
住
宅
課　

住
宅
係

	

☎
22-

２
２
２
５

○
鴨
島
教
室

と
き　

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

無
料

○
川
島
教
室

と
き　

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館

受
講
料　

無
料

○
山
川
教
室

と
き　

毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

山
川
公
民
館

受
講
料　

無
料

※
市
内
在
住
の
方
で
、
年
齢
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
生
涯
学
習
課	

☎
22-

２
２
７
１

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9:00～16:00(土・日・祝日・年末年始除く)

「
パ
ワ
ー
・
デ
イ
」参
加
者
募
集

～
秋
は
運
動
の
季
節
～

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

運
動
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
!!

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

【
募
集
住
宅
お
よ
び
予
定
戸
数
】

英
会
話
講
座
受
講
者
募
集

市営住宅

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

い
の
ち
を
ま
も
る　

た
か
ら
も
の	

吉
村　

航
誠
（
西
麻
植
小
学
校
３
年
）
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○
第
10
回
吉
野
川
市
社
会
福
祉
大
会

と
き　

10
月
11
日
㈯
午
前
10
時

	

（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
）

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
記
念
講
演
「
タ
ニ
タ
の
社
員
食

堂
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」

講
師　

㈱
タ
ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク

	

管
理
栄
養
士

「
吉
野
川
市
福
祉
ま
つ
り
」
を

同
時
開
催
し
ま
す

主
催　
吉
野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

後
援　

吉
野
川
市

　
　
　

吉
野
川
市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

	

☎
25-

５
５
５
５

　

夏
場
は
気
温
も
湿
度
も
高
く
な

り
、
食
品
が
傷
み
や
す
く
、
毎
年
、

全
国
的
に
食
中
毒
事
故
が
多
発
す

る
季
節
で
す
。
家
庭
で
も
食
品
の

取
り
扱
い
に
は
、
十
分
気
を
つ
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
３
原
則
「
食
中

毒
菌
を
つ
け
な
い
、増
や
さ
な
い
、

殺
菌
す
る
」
を
実
践
し
、
食
中
毒

菌
や
ウ
イ
ル
ス
か
ら
、
体
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

①
つ
け
な
い

▽
調
理
の
前
に
は
、
石
け
ん
で
必

ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▽
包
丁
・
ま
な
板
は
、
肉
用
・
魚

用
・
野
菜
用
に
分
け
て
使
い
ま

し
ょ
う
。

▽
魚
や
肉
を
切
っ
た
包
丁
・
ま
な

板
は
、
必
ず
洗
浄
・
消
毒
し
て
か

ら
使
い
ま
し
ょ
う
。

②
増
や
さ
な
い

▽
冷
蔵
庫
内
は
10
℃
以
下
、
冷
凍

庫
内
は
マ
イ
ナ
ス
15
℃
以
下
に
維

持
す
る
こ
と
が
目
安
で
す
。

▽
冷
凍
さ
れ
た
食
品
の
解
凍
は
、

冷
蔵
庫
内
や
電
子
レ
ン
ジ
で
行

い
、
室
温
で
自
然
解
凍
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▽
生
も
の
や
冷
凍
食
品
を
購
入
す

る
と
き
は
、
最
後
に
買
い
、
帰
宅

後
は
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま

し
ょ
う
。

▽
調
理
後
は
速
や
か
に
食
べ
ま

し
ょ
う
。
作
り
置
き
は
止
め
ま

し
ょ
う
。

③
殺
菌
す
る

▽
食
品
は
し
っ
か
り
中
心
部
ま
で

加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

▽
野
菜
な
ど
生
で
食
べ
る
物
は
、

流
水
で
十
分
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▽
使
用
後
の
包
丁
・
ま
な
板
・
タ

ワ
シ
な
ど
は
熱
湯
消
毒
し
、
よ
く

乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
に
よ
る
食

中
毒
に
注
意
!!

　

例
年
夏
場
に
は
、
腸
管
出
血
性

大
腸
菌
に
よ
る
食
中
毒
や
感
染
症

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
ご
く

少
量
の
菌
で
も
発
症
し
、
重
症
化

す
る
と
溶
血
性
尿
毒
症
症
候
群

（
Ｈ
Ｕ
Ｓ
）
や
脳
症
な
ど
の
危
険

な
病
気
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
菌
は
、
75
℃
で
１
分
間
以

上
の
加
熱
に
よ
り
死
滅
し
ま
す
。

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

生
肉
を
使
っ
た
料
理
を
避
け
、
肉

の
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
て

食
べ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
保
健
所　

生
活
衛
生
担

当	

☎
36-

９
０
１
７

タ
ー
）、
シ
ッ
ク
＆
フ
レ
ン
ド

と
き　

８
月
30
日
㈯
午
後
５
時
30

分と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人

ホ
ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決

行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会	

☎
24-

２
４
０
０
（
鎌
田
）

と
き　

８
月
16
日
㈯
午
後
７
時

対
戦
相
手　

横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス

と
き　

８
月
30
日
㈯

	

午
後
６
時
30
分

対
戦
相
手

	

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

会
場　

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク　

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ

ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
７
３
３
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.vortis.jp/

　

行
政
か
ら
発
信
さ
れ
る
消
費
者

情
報
を
周
り
の
消
費
者
（
家
族
や

友
人
、
近
所
、
職
場
な
ど
）
に
広

め
た
り
、
周
り
の
消
費
者
の
相
談

を
行
政
に
つ
な
い
だ
り
す
る
な

ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る

18
歳
以
上
の
方
や
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

	

担
当　

石
川
、
林

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
０
６
１
２

（
休
所
日　

水
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.tokushim

a.
jp/shohi

24
時
間
テ
レ
ビ
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

森
本
浩
治
（
ギ
タ
ー
弾

き
語
り
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
）、
一
樹
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
）、
鴨
島
小
学
校
金

管
バ
ン
ド
、
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ‒

Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
Ｓ
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
バ
ン
ド
）、
フ

ラ
ナ
ニ
（
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
）、

あ
ま
か
ら
ピ
ー
ス
（
２
人
組
ギ

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

第
１
６
８
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

く
ら
し
の
サ
ポ
ー
タ
ー

募
集
中
!!

８
月
は
食
品
衛
生
月
間

で
す
！

吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
シ
ー
ト
ベ
ル
ト　

つ
け
て
い
な
い
と　

命
取
り	

金
子　

羅
惟
成
（
知
恵
島
小
学
校
６
年
）
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対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
川
島
】

と
き　

９
月
10
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

【
山
川
】

と
き　

10
月
６
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。
作
業
道
具
は
、
用
意
し
て

い
ま
す
。

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
旧
吉
野
川
遊
園
地
西

側
）

作
業
日
時　

９
月
１
日
㈪

	

午
前
６
時
30
分
～
７
時
30
分

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

９
月
１
日
㈪

	

午
前
７
時
～
８
時

集
合
場
所　

奉
仕
橋
（
吉
野
川
高

等
学
校
北
側
）

作
業
日
時　

９
月
７
日
㈰

	

午
前
９
時
～
10
時

※
奉
仕
橋
か
も
ク
ラ
ブ
の
活
動
写

真
を
鴨
島
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー
に

展
示
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

	

☎
０
９
０
（
９
５
５
３
）
９
７
６
０

　

働
く
こ
と
に
対
し
て
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
若
者
（
義
務
教

育
終
了
後
15
歳
～
お
お
む
ね
39

歳
）
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と
き　

９
月
18
日
㈭

	

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

	

２
階
相
談
室
21

問
い
合
わ
せ

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
５
５
３

○
平
成
26
年
度
前
期
講
座
作
品
展

＆
発
表
会
の
お
知
ら
せ

と
き　

９
月
13
日
㈯
～
15
日
㈪
㈷

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

○
平
成
26
年
度
後
期
講
座
案
内

受
講
期
間　

10
月
６
日
㈪
～
平
成

27
年
３
月
７
日
㈯

申
込
期
間　

８
月
25
日
㈪
～
９
月

21
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時

受
付
場
所　

吉
野
川
市
文
化
研
修

セ
ン
タ
ー
事
務
局

受
講
料

10
回
コ
ー
ス　

４
３
２
０
円

20
回
コ
ー
ス　

８
６
４
０
円

※
各
種
講
座
に
つ
い
て
は
下
記
の

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

☎
22-

０
０
１
５

10
　
回
　
コ
　
ー
　
ス

講　座　名 講　師 時　　　間

20
　
回
　
コ
　
ー
　
ス

講　座　名 講　師 時　　　間
自然の素材を織る 島 田 ひ ろ み 月 13:00～17:00 初級太極拳 市 原 洋 子 月 10:00～11:30
やさしいオカリナ 森 見 美 子 月 19:30～21:00 さくら初級長唄三味線 稀音家四郎五郎 月 14:00～16:00
ハワイアンダンス 山 本 愛 子 月 19:30～20:30 茶道（表千家） 竹 田 美 代 子 月 19:00～21:00
ペン字 矢 部 知 子 火 10:00～12:00 陶芸 笠 井 　 享 火 13:00～15:00
編物・手芸 森 　 悦 子 火 13:00～15:00 和裁 杉 野 恵 子 火 13:00～16:00
童謡・唱歌・愛唱歌 村 田 奈 津 佳 火 13:30～15:30 日本舞踊（音羽流） 音 羽 菊 芝 幸 火 19:00～21:00
しゃべり方教室 宮 本 武 敏 火 19:00～20:30 大正琴 山 本 源 淑 水  9:00～11:00
はじめてのトールペインティング 橋 本 真 澄 水 13:00～17:00 やさしいヨーガ 富 山 雅 代 水 10:00～11:30

かずら工芸 家 形 笑 美 子 木
10:00～12:00 藍染め 藤 井 和 栄 木  9:00～11:00
13:00～15:00 実用書道 寺 内 金 子 木 13:00～15:00

現代水墨画 加 統 勢 一 木 13:30～15:30 書道入門 沖 田 唐 谷 木 19:00～21:00
七宝焼 山 田 和 子 金 10:00～12:00 民謡 藤 本 秀 森 寿 木 19:00～21:00
楽しい篆刻 射 場 少 藍 金 19:00～21:00 夕陽美太極功夫扇 黄 　 　 麗 木 18:50～19:50
生け花（桑原専慶流） 武 田 視 子 金 13:30～15:30 32式太極剣 黄 　 　 麗 木 20:00～21:00
花で生活を楽しむ 近 藤 佐 起 江 土 10:00～12:00 木目込人形 小 林 鳳 美 金 10:00～12:00
素敵なビーズアクセサリー 松 本 加 容 子 土 10:00～12:00 楽しく学びま書２ 河 野 多 美 金 19:00～21:00
短歌 楠 本 邦 利 土 10:00～12:00 着物着付け 桑 田 律 子 土 14:00～16:00
生け花（池坊） 谷 本 幸 子 土 10:00～12:00 民謡三味線 藤 本 秀 森 幸 土 19:00～21:00
ねんどの花クレイアート 石 田 百 合 子 土 13:00～17:00 洋画 下時治郎秀臣 土 19:00～21:00

広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－2244

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

働
い
て
い
な
い
若
者
の

就
労
・
悩
み
相
談

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

江
川
湧
水
源
周
辺

奉
仕
橋
周
辺

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

巡
回
職
業
相
談

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
ぶ
な
い
よ　

あ
そ
び
な
が
ら
の　

か
え
り
み
ち	

鈴
木　

瑛
心
（
川
島
小
学
校
２
年
）
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８月は「電気使用安全月間」です。
［タコ足配線はやめましょう］

家
出
の
理
由

☆
生
活
リ
ズ
ム
の
変
化
か
ら

　

長
期
の
夏
休
み
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
は
地
域
社
会
の
中
で
貴
重
な

体
験
を
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
夏

祭
り
な
ど
の
特
別
な
催
し
事
で
、

夜
更
か
し
や
朝
寝
坊
を
し
て
、
生

活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
で
す
。

　
「
友
達
と
も
っ
と
遊
ん
で
い
た

い
」「
も
っ
と
自
由
な
時
間
が
欲

し
い
」
と
い
っ
た
欲
求
か
ら
、
休

み
明
け
の
時
期
に
は
、
家
出
を
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
「
自
我
の
目
覚
め
」
や
「
自
立

心
の
芽
生
え
」
か
ら

　

あ
る
日
突
然
、
子
ど
も
の
態
度

や
言
葉
に
反
発
が
表
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
我
の
目

覚
め
か
ら
自
立
心
の
高
ま
り
と
と

も
に
、
親
へ
の
批
判
的
態
度
が
生

ま
れ
て
く
る
か
ら
で
す
。
こ
の
こ

と
が
原
因
と
な
っ
て
家
出
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
現
実
逃
避
の
形
態
と
し
て

　
「
宿
題
が
で
き
て
い
な
い
」「
勉

強
を
す
る
の
が
い
や
だ
」
と
い
っ

た
、
現
実
か
ら
の
逃
避
の
一
つ
の

形
態
と
し
て
、
家
出
や
無
断
外
泊

を
す
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

☆
家
庭
で
は
子
ど
も
の
成
長
を
少

し
ず
つ
認
め
ま
し
ょ
う

○
家
庭
内
で
の
不
安
や
不
満
を
解

消
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
の
話
を

ま
ず
は
じ
っ
く
り
と
聞
い
て
あ
げ

る
。

○
子
ど
も
の
良
さ
を
認
め
、
そ
れ

を
言
葉
に
出
し
て
伝
え
ま
し
ょ

う
。

○
親
子
で
汗
を
流
し
て
作
業
を
し

な
が
ら
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
正
し

く
教
え
ま
し
ょ
う
。

☆
地
域
社
会
で
は
、
ま
ず
大
人
が

ル
ー
ル
を
守
っ
て
子
ど
も
を
育
て

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
よ
そ
の
子
だ
か
ら
と
い
っ
て

放
っ
て
お
か
ず
、「
愛
の
一
言
」

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
親
同
士
が
地
域
の
仲
間
と
し

て
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
を
誘
い

合
い
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
た
ち
に
、
清
掃
活
動
や

祭
り
な
ど
の
地
域
活
動
へ
参
加
す

る
よ
う
呼
び
か
け
、
地
域
の
一
員
と

し
て
仲
間
の
輪
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ポ
ー
ツ
や
社
会
参
加
活
動
を

通
し
て
、
た
く
ま
し
い
体
と
心
、

　

本
市
で
は
、
近
年
増
加
傾
向

に
あ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

に
つ
い
て
情
報
を
発
信
す
る

「
消
費
者
ひ
ろ
ば
」
を
定
期
的

に
掲
載
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
く

ら
し
の
安
全
の
た
め
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

【
カ
モ
リ
ス
ト
（
※
）
か
ら
名

前
を
削
除
し
て
あ
げ
る
】

「
悪
質
商
法
の
被
害
調
査
で
発

見
さ
れ
た
カ
モ
リ
ス
ト
に
あ
な

た
の
名
前
が
載
っ
て
い
る
。
名

前
を
削
除
し
な
い
と
、
ま
た

被
害
に
遭
う
か
も
し
れ
な
い
。」

と
の
不
審
な
電
話
が
県
内
で
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
被
害
に
遭
う
」「
犯

罪
に
使
わ
れ
る
」
な
ど
と
不
安

を
あ
お
っ
て
削
除
料
を
請
求
し

た
り
、
個
人
情
報
を
収
集
し
た

り
す
る
の
が
目
的
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
て
も
、
相
手
に
せ
ず
、
す

ぐ
に
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

※
カ
モ
リ
ス
ト

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
犯
人

グ
ル
ー
プ
が
使
用
す
る
名
前
、

住
所
、
電
話
番
号
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
る
名
簿
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課	

☎
22-

２
２
３
１

県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
０
１
１
０

分
～
３
時
30
分

○
や
さ
し
い
経
済
～
日
本
の
財
政

の
現
状
と
課
題
～

と
き　

９
月
12
日
㈮
午
後
１
時
30

分
～
２
時
45
分

○
元
気
づ
く
り
体
操
～
楽
し
い
脳

体
操
～

と
き　

９
月
18
日
㈭
午
後
２
時
～

３
時
15
分

○
Ｆ
Ｐ
か
ら
学
ぶ
「
く
ら
し
と
お

金
」
～
意
外
と
知
ら
な
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
お
金
の
関
係
～

と
き　

９
月
20
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
30
分

★
講
座
生
募
集

○
身
近
な
く
ら
し
の
法
律
知
識

と
き　

９
月
～
12
月
（
第
２
水
曜

日
、
全
４
回
）
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

内
容　

相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見

制
度
、
土
地
の
境
界

○
木
目
込
人
形
教
室
～
来
年
の
干え

支と

（
未ひ

つ
じ

）
づ
く
り
～

と
き　

９
月
17
日
㈬
、
20
日
㈯
、

28
日
㈰
、
10
月
１
日
㈬

	

午
後
２
時
～
４
時

材
料
費

２
６
０
０
円
～
３
５
０
０
円

定
員　

20
人

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

優
し
さ
と
思
い
や
り
を
も
て
る
社

会
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

阿
波
吉
野
川
警
察
署

	

☎
25-

６
１
１
０

鴨
島
町
交
番	

☎
24-

２
３
３
１

★
写
真
展
・
説
明
会

○
徳
島
県
の
絶
滅
が
心
配
な
花
々

写
真
展　

10
月
３
日
㈮
〜
11
月
４

日
㈫

説
明
会　

10
月
18
日
㈯
午
後
１
時

30
分

講
師　

谷
川
光
秋
さ
ん

★
講
座
案
内

○
子
ど
も
え
い
が
会
「
こ
ど
も
に

ん
ぎ
ょ
う
劇
場
」

と
き　

８
月
23
日
㈯
午
前
10
時
30

分○
楽
し
い
介
護
～
介
護
用
品
や
介

護
機
器
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

と
き　

９
月
３
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
２
時
45
分

○
健
康
セ
ミ
ナ
ー
～
認
知
症
予
防

の
た
め
の
毎
日
の
体
操
～

と
き　

９
月
４
日
㈭
午
後
３
時
～

４
時

○
身
近
な
く
ら
し
の
法
律
知
識
～

相
続
に
関
す
る
基
礎
的
な
法
律
知

識
に
つ
い
て
～

と
き　

９
月
10
日
㈬
午
後
１
時
30

阿
波
吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

少
年
少
女
の
家
出
を
防
ご
う 

家
出
・
無
断
外
泊
を
防
ぐ
た
め
に

消
費
者
ひ
ろ
ば

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》「
思
い
や
り
」　

こ
れ
が
一
番
の　

交
通
安
全	

三
村　

優
花
（
学
島
小
学
校
５
年
）
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日 月 火 水 木 金 土
1 2　※予約制 3　▲予約制 4 5　 6

7 8 9 10　♥予約制 11　○予約制 12　◇予約制 13

14 15
敬老の日

16　■予約制 17　※予約制 18 19　★予約制 20

21 22　◎予約制 23
秋分の日

24　♣予約制 25　 26 27

28 29　◆予約制 30

※お誕生会　　対象: ９月生まれのおともだち
＊９月生まれのお子さんは、前日までに申し込んでください。
　該当児以外でも、一緒に楽しめます。
＊お誕生会終了後、下塚潤一さんがお誕生児の写真を撮ってくれる！

●お月見茶道体験
講師：近藤宗陽さん、瀬尾宗友さん、酒井宗美さん
対象：３歳以上のお子さんと保護者　参加費：一人200円
＊日本の伝統文化である茶道を体験的に学びませんか？
　点茶体験とお菓子、お茶のいただき方を指導してくれます☆
　１日（月）から受け付けを開始します。

♥敬老の日交流会  場所：川島公民館（現地集合）
持参物：飲み物　　＊３日（水）までに申し込んでください。
川島春秋会の皆さんと一緒に楽しい時間を過ごしましょう☆

■Let’s Enjoy English　～親子で英語を楽しもう～
対象：３歳～未就学児　＊５日（金）から受け付けを開始します。

♣川島こども園内見学会
＊19日（金）までにちびっこドームへ申し込んでください。

◆簡単！健やかで美しくなるメイクレッスン
＊19日（金）から受け付けを開始します。

25日、26日は山川中学校の生徒が職場体験に来ます。
皆さん、ぜひ遊びに来てね☆

◎リラックスマッサージタイム
講師：☆YUKI☆　　対象：保護者
＊頭、肩のマッサージをしながら、日頃の疲れを癒してくれます。
　当日、首もとに余裕のある服装でお越しください。
＊９日（火）から受け付けを開始します。

４日　ベビママのためのデジカメレッスン
　　　｛はじめての一眼レフの使い方｝編 スペシャル講座ツアー
講師：とくしまのこどもカメラマン　下塚　潤一さん
持参物：一眼レフカメラ（持っている方）

行事は都合で変更する場合があります。申し込みが必要な行事については、
吉野川市内在住の方に限ります。電話での申し込みも可能です。

▲敬老の日のプレゼント作り
参加費：100円　　＊８月25日（月）から受け付けを開始します。

○チャイルドヨガ＆マッサージ
対象:1歳～3歳　　持参物：バスタオル２枚、飲み物
＊４日（木）から受け付けを開始します。

◇アーティフィシャルフラワーアレンジメント
※アーティフィシャル（造花）を使ってのアレンジメントです。
講師：糸木真理子さん　参加費：1,000円　＊１日（月）から受付開始

※小西園へぶどう狩りに行こう!!  参加費：1,000円
場所：川島町学　持参物：飲み物、着替え、長靴（ある方）など
＊８月28日（木）までに申し込んでください。
　美味しいぶどうが食べ放題です♪現地集合です（駐車場完備）。

★赤ちゃんヨガ＆ベビーマッサージ
対象：０カ月〜６カ月（10：00〜）　７カ月〜歩くまで（11：00〜）
持参物：バスタオル１枚、フェイスタオル２枚、お茶やミルク
　　　　（水分補給用）、オムツをはずすため防水シート
＊保護者の方は動きやすい服装で来てください。
＊５日（金）から受け付けを開始します。

先着７組ずつ

先着10組

先着15組

親子で先着30人
先着10人

先着10人

先着５人先着７組

リトリト☆リトミック♪　　今月のうた　「虫の声」

８月は「電気使用安全月間」です。
［電気製品をぬれた手で扱わないようにしましょう］

絵本の読み聞かせ
（10：30～11：00）
講師:読み聞かせ

グループかぶとむし
＊リラックスマッサージ
　タイム受付開始

自由遊び
＊アーティフィシャルフラワー
　アレンジメント受付開始
＊お月見茶道体験受付開始

子育て何でも相談
（10:30〜11:30）
家庭相談員がお聞きします
＊英語受付開始
＊赤ちゃんヨガ受付開始

自由遊び

自由遊び

自由遊び

自由遊び

アーティフィシャル
フラワー
アレンジメント

（14:30〜15:30）

敬老の日交流会
（10:30〜11:30）

リトリト☆
　  リトミック♪

（10：30～11：00）
講師:市原恭子さん

ひろとお兄ちゃん

簡単！健やかで
美しくなる
メイクレッスン

（10:00〜11:30）
講師:倉本洋子さん

チャイルドヨガ＆
マッサージ

（10:30〜11:00）
講師:ママと赤ちゃんの
トータルサロンmana*
身体測定

赤ちゃんヨガ＆
ベビーマッサージ

（10：00〜・11：00〜）
講師:ママと赤ちゃんの
トータルサロンmana*

ほっこり♥
カフェタイム

（10:00〜11:00）
＊簡単！健やかで美しくなる
　メイクレッスン受付開始
身体測定

ゆきこおばちゃんと遊ぼう!
（10：30～11：00）
講師：後藤田幸子さん
　　　●予約制
お月見茶道体験
(14:00～15:00)

工作
（10：30～11：00）

お誕生会
（10：30～11：00）
講師：お話グループ
　　　　　　みるく

Let’s Enjoy English
～親子で英語を楽しもう～
(16：00～16：30)
講師:筑木純子さん

リラックス
マッサージタイム

（10：00～11：30）

小西園へぶどう
狩りに行こう!!

（10：00～11：30）

敬老の日の
プレゼント作り

（10：30～11：00）

ベビママのための
デジカメレッスン

（10：30～11：30）
＊チャイルドヨガ受付開始

川島こども園内
見学会

（10：30～11：00）

ミニ運動会
（10：30～11：00）
身体測定

吉野川市子育て支援センター
●開館日：月曜日～金曜日　午前9時～午後5時
●場　所：川島こども園３階
●問い合わせ：TEL 25－6616  FAX 25－6617
● E-mail：kosodateshien-c@city.yoshinogawa.lg.jp

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
交
通
ル
ー
ル　

み
ん
な
で
ま
も
ろ
う　

い
の
ち
の
わ	

三
好　

一
輝
（
山
瀬
小
学
校
３
年
）
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第１回　介護保険の利用手順
　今月から、「みんなで支えよう～介護保険～」をテーマ
に、介護保険についてご案内していきます。

みんなで支えよう
〜介護保険〜

８月は「電気使用安全月間」です。
［アース線を取り付けましょう］

●問い合わせ　市介護保険課　介護保険係　☎22-2264

介
護
保
険
制
度
の
概
要

　

介
護
保
険
は
、
高
齢
に
よ
る
身
体
機
能

の
衰
え
や
、
病
気
や
け
が
な
ど
に
よ
っ
て

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
と
そ
の
家
族

を
、
で
き
る
か
ぎ
り
社
会
全
体
で
支
え
よ

う
と
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

介
護
保
険
は
、
各
市
町
村
が
保
険
者
と

な
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
40
歳
以
上
の

す
べ
て
の
方
が
被
保
険
者
と
な
っ
て
保
険

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
被
保
険
者
は
利
用
限
度
額
の

範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
１
割
負
担
で
各
種
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

＊
介
護
保
険
の
保
険
証
に
つ
い
て 

【
第
１
号
被
保
険
者
】

　

65
歳
の
誕
生
月
の
前
月
末
に
市
か
ら
送

付
し
ま
す
。

【
第
２
号
被
保
険
者
】

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
た
時
に

交
付
し
ま
す
。

＊
社
会
保
険
料
控
除
に
使
え
ま
す 

　

平
成
26
年
中
に
納
め
た
介
護
保
険
料

は
、
平
成
26
年
分
所
得
税
や
平
成
27
年
度

市
県
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
使

え
ま
す
。
年
金
天
引
分
の
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
入
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

利
用
対
象
者

　

介
護
保
険
が
利
用
で
き
る
の
は
、
介
護

が
必
要
と
な
り
、
認
定
を
受
け
た
次
の
方

で
す
。

①
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）

②
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未

満
の
方
）
の
う
ち
、
特
定
16
疾
病
が
原
因

で
日
常
生
活
に
介
護
が
必
要
と
な
り
、
認

定
を
受
け
た
方
。

　

特
定
16
疾
病
に
つ
い
て
は
介
護
保
険
課

（
本
館
２
階
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

介護保険を利用するには

１　申請
　介護保険サービスの利用には申請が必要です。
　本人または家族等が、市の窓口などに介護保険証
を添えて申請書を提出します。
※次のところでも代わりに申請してもらえます。
◇地域包括支援センター
◇居宅介護支援事業所
◇介護保険施設

２　要介護認定
　認定調査の後に審査・判定が行われ、介護や支援
が必要な度合い（要介護度）が決まります。
①認定調査　専門調査員が家庭訪問し、本人の心身

状態や居住環境などについて聞き取り調査を行い
ます。

②主治医の意見書　市の依頼により主治医が意見書
を作成します。

③審査・判定　まず、コンピューターで認定調査票
を判定し、その結果と医師の意見書をもとに、保健・
医療・福祉の専門家で構成される「介護認定審査会」
で介護の必要度を総合的に審査・判定します。

３　認定結果の通知
　自立（非該当）、要支援１～２、要介護１～５の認
定を行います。判定結果は介護保険証に記入して本
人に通知します（申請から約30日かかります）。

４　ケアプランの作成・決定、サービスの開始
　居宅介護支援事業所の介護支援専門員（ケアマネ
ジャー）にケアプランの作成を依頼します。ケアマ
ネジャーは、本人や家族と相談のうえケアプランを
作成し、サービスを決定します。なお、要支援１ま
たは２の方については、地域包括支援センターのケ
アマネジャーが介護予防ケアプランを作成します。
　ケアプランが決まるとサービス開始です。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
信
号
む
し　

急
い
で
い
て
も　

し
な
い
で
ね	

澤
田　

果
林
（
川
田
小
学
校
５
年
）
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平成26年度 介護予防サポーター育成講座

介護予防サポーター募集!!
〜みんなで一緒に介護予防!!〜

　介護予防サポーターは地域の介護予防活動の中心となるボランティアです。今年度も、介護予防
に取り組むための『介護予防サポーター育成講座』を開催します。介護予防のために必要なことを
学び、自分のできる範囲で仲間と一緒に取り組んでみませんか。
　受講修了後は、介護予防サポーター（介護予防のボランティア）として、地域での介護予防のた
めに活動できます。たくさんの方のご参加をお待ちしています。

講 座 名　　介護予防サポーター育成講座
対 象 者 吉野川市に住民登録がある方（年齢制限はありません）
日 程･内 容 下記日程のとおり

（３回実施の全日程にご参加ください）
実 施 場 所 吉野川市役所（本館３階）大会議室
参 加 費 無料
募 集 人 数 30人
募 集 期 限 ９月19日（金）

●問い合わせ・申し込み　市介護保険課　地域包括支援センター　☎22-2265

実 施 日 時 講　　座　　内　　容
９月30日（火）

午後１時30分
〜３時30分

◆開講式
◆なぜ、地域で介護予防が必要か
◆高齢者のからだの特徴（保健師）
◆介護予防体操①（理学療法士）〜ストレッチ体操・貯筋体操〜

10月15日（水）
午後１時30分

〜３時50分

◆介護予防体操②（理学療法士）〜ボール・タオル・チューブを使って〜
◆認知症予防について（作業療法士）
　〜遊びリテーションを含む予防方法〜 

11月７日（金）
午後１時30分

〜３時30分

◆介護予防サポーターの役割を考えよう
　〜自分たちが地域でできること(グﾙｰプﾜｰｸ) 〜
◆閉講式

※準備物：筆記用具、タオル、お茶・水（水分補給用）（チューブ、ボールの準備は必要ありません）

今
月
の
健
康

　
紫
外
線
対
策
に
つ
い
て

紫
外
線
と
は

　

太
陽
の
光
に
は
、
目
に
見
え

な
い
赤
外
線
や
日
焼
け
の
原
因

と
な
る
紫
外
線
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

紫
外
線
は
波
長
に
よ
っ
て
、

Ｕ
Ｖ-

Ａ
・
Ｕ
Ｖ-

Ｂ
・
Ｕ
Ｖ-

Ｃ

に
分
け
ら
れ
、
そ
の
う
ち
Ｕ
Ｖ-

Ａ
・
Ｕ
Ｖ-

Ｂ
が
地
球
に
届
い
て

い
ま
す
。
Ｕ
Ｖ-

Ｂ
は
皮
膚
や
眼

に
有
害
で
、
日
焼
け
を
起
こ
し

た
り
、
皮
膚
が
ん
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
Ｕ
Ｖ-

Ａ
は
Ｕ
Ｖ-

Ｂ

ほ
ど
有
害
で
は
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
長
時
間
浴
び
た

場
合
の
健
康
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
し
わ
や

た
る
み
な
ど
の
肌
の
老
化
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。

　

紫
外
線
は
、
１
日
の
う
ち
で

は
正
午
ご
ろ
、
日
本
で
は
６
月

か
ら
８
月
に
最
も
強
く
な
り
ま

す
。紫外

線
の
影
響
を
防
ぐ
に
は

①
紫
外
線
の
強
い
時
間
を
避
け

る
。
②
日
陰
を
利
用
す
る
。
③

日
傘
や
帽
子
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を

使
用
す
る
。
④
袖
や
襟
の
つ
い

た
衣
服
で
覆
う
。
⑤
日
焼
け
止

め
を
上
手
に
使
う
（
汗
を
か
い

た
ら
拭
き
取
り
塗
り
直
す
）。

　

９
月
号
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

８月は「電気使用安全月間」です。
［壊れたプラグやコンセントは取り換えましょう］

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

命
を
ま
も
る　

お
ま
も
り
だ	
三
本　

日
菜
乃
（
川
田
中
小
学
校
２
年
）

23



歯周疾患検診を受けましょう！
～まだの方はぜひ検診を受けて歯や口のチェックをしましょう～

肝炎ウイルス検査を実施しています!!
■ 期　　　間：平成27年２月28日（土）まで
■ 対　象　者 ：40・45・50・55・60・65・70歳の方 
■ 個人負担金：無料

　血液検査でB型肝炎、C型肝炎ウイルスの感染の有無を調べます。対象者のうち、今まで一度も肝炎ウイ
ルス検査を受けたことがない方が対象です。
※肝炎ウイルス検査（B型・C型）について、対象年齢外の方で、今までまったく検査を受けたことがない

方は、徳島県が委託する医療機関、各保健所で無料で検査を受けられます。
　検査希望の方は、吉野川保健所（☎24－1114）へお問い合わせください。

上記の歯周疾患検診、肝炎ウイルス検査の
対象者には、５月に送付の受診券つづりに
氏名などを印字しています。医療機関につ
いては受診券に同封の「お知らせ」にて確
認し、期間内に受診してください。

■ 期　　　間：平成27年２月28日（土）まで
■ 対　象　者：40・50・60・70歳の方
■ 個人負担金：500円
　（70歳の方、市民税非課税世帯の方、生活保護世帯の方は、個人負担金が免除されます）

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

8020推進財団・全国抜歯原因調査（2005）より　
※40歳以上抜粋

歯を失う原因の第１位は「歯周病」！ 歯周病、あなたは大丈夫？

　歯と歯ぐきの境の歯垢を取り除く、あるいは
つかないようにコントロールすること、つまり
プラークコントロールが大切です。歯の並びや
口の中の様子は十人十色です。したがって、清
掃方法も人によって違います。歯科医院での清
掃指導を受けることをお勧めします。

歯周病
49.4%

う蝕
29.7%

破折
13.9%

その他 6.2%矯正
0% 無効　　0.6%

無回答　0.3%

平成２６年度

がん検診等検（健）診受診券つづり

※今年度、あなたが受診できる検診について

　は、受診券にお名前が印字されています。

※この受診券は、市が実施する検診を受ける

　際に必要ですから大切に保管してください。

※紛失された場合、再発行はできません。

検診により実施期間や実施場所が違いま

すので、 内容をご確認のうえ検診計画を

たてましょう。

見本

８月は「電気使用安全月間」です。
［プラグの掃除をしましょう］

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ま
あ
い
い
や　

そ
の
気
の
ゆ
る
み
が　

じ
こ
の
も
と	

河
野　

ま
り
ん
（
川
田
西
小
学
校
５
年
）
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みなさんは、日々の生活の中で身体を動かす機会はありますか？
「関節に痛みがあるから」「運動のやり方が分からない」「身体が硬く運動が苦手」などの理由から運動
をあきらめている方。
専門の先生に教わりながら、楽しく運動してみませんか？
日程は以下の通りです。お気軽にご参加ください。

実施場所 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

おためし
スローコース

鴨島老人福祉
センター ７日㈮ ９日㈮ ６日㈮

山川公民館 ３日㈮ ５日㈮ ６日㈮

わかっちゃいる
けどやめられな
いコース

鴨島老人福祉
センター 15日㈬ 17日㈬ 18日㈬

山川公民館 12日㈬ 21日㈬ 11日㈬

受付時間：午後１時～１時30分（終了は午後３時の予定です）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

よ
る
自
己
負
担
額
軽
減
の

お
知
ら
せ
を
発
送
し
ま
す

　

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
現
在
処
方
さ
れ

て
い
る
新
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
（
※
）
に
切
り
換
え
た

場
合
に
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ

く
ら
い
軽
減
で
き
る
の
か
、
そ

の
一
例
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知

を
９
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

通
知
対
象
者
は
、
今
年
５
月

に
医
療
機
関
で
新
薬
を
処
方
さ

れ
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

切
り
換
え
た
場
合
に
自
己
負
担

額
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
方
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
す
べ
て
の
お
薬
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
試
し

て
み
た
い
と
お
考
え
の
方
は
、

医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

新
薬
の
特
許
が
切
れ
た
後
に

同
じ
有
効
成
分
を
使
っ
て
作
ら

れ
、
新
薬
と
同
等
の
効
果
・
効

能
を
厚
生
労
働
省
か
ら
承
認
さ

れ
て
い
る
医
薬
品
で
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局
事
業
課

☎
０
８
８
（
６
７
７
）
３
６
６
６

プロの先生
方に学ぶ！

参加費
無料★運動教室のお知らせ

●問い合わせ　市国保年金課　保健事業係　☎22-2213

★わかっちゃいるけど
　　やめられないコース★
～お腹まわりスッキリ!! 運動教室～
楽しく運動を生活に取り入れ、お腹まわりの
シェイプアップや気分転換
したい方など気軽に
ご参加ください。
講師：健康運動指導士
　　　深田 比加里さん

～注意事項～
　①準備する物：運動ができる服装、運動靴、
　　　　　　　　フェイスタオル・バスタオルを各１枚、お茶・水（水分補給用）
　②参加希望の方は、各日程の１週間前までに電話でお申し込みください。
　③生活習慣病および膝 ･ 腰などの治療をされている方は、事前にかかりつけ医に
　　ご相談ください。
申込先：国保年金課　保健事業係（本館１階）
ご家族やお友達をお誘いのうえ、ふるってご参加ください。

膝・肩・腰に痛みがある方必見！
★おためしスローコース★
～無理なくゆっくり身体を動かす教室～
講師：鴨島病院理学療法士

８月は「電気使用安全月間」です。
［プラグはまっすぐしっかりと差し込みましょう］

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
せ
る
な
よ　

急
ぐ
心
に　

ブ
レ
ー
キ
を	
森
永　

愛
彩
乃
（
鴨
島
東
中
学
校
２
年
）
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●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

☆平日／18時〜22時  ☆休日／9時〜13時、14時〜18時、19時〜22時
　（医師会の都合により診療時間が変更となりました。）  ☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268

８月・９月
夜間・休日在宅当番医表

7月・8月の介護予防教室８月・９月の介護予防教室

8

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

18 月
9:30～10:30 山瀬地区公民館 山 川

健

康

チ

ェ

ッ

ク

栄 養 の お 話
13:30～14:30 立石公会堂 川 島

19 火 13:30～14:30 湯立会館 山 川 楽 し い 脳 体 操
20 水 13:30～14:30 中枝老人憩の家 美 郷 栄 養 の お 話

22 金
9:30～10:30 鍛治屋敷公会堂 川 島 栄 養 の お 話

13:30～14:30 上谷集落センター 美 郷 口腔（こうくう）ケア
25 月 9:30～10:30 城戸下浦高開集落センター 美 郷 口 腔 ケ ア

26 火
9:30～10:30 三山老人憩の家 美 郷 栄 養 の お 話
9:30～10:30 喜来老人憩の家 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

27 水 13:30～14:30 知恵島地区公民館 鴨 島 口 腔 ケ ア
28 木 9:30～10:30 東児島老人憩の家 川 島 楽 し い 脳 体 操

9

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
4 木 9:30～10:30 忌部農業構造改善センター 山 川

健

康

チ

ェ

ッ

ク

楽 し い 脳 体 操
5 金 13:30～14:30 瀬詰老人会館 山 川 楽 し い 脳 体 操

8 月
9:30～10:30 南町集会所 山 川 楽 し い 脳 体 操

13:30～14:30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨 島 介 護 予 防 体 操
9 火 9:30～10:30 川島老人福祉センター 川 島 楽 し い 脳 体 操

10 水 9:30～10:30 川島公民館久保田分館 川 島 楽 し い 脳 体 操
11 木 9:00～11:00 西麻植地区公民館 鴨 島 栄 養 の お 話
12 金 9:30～10:30 三ツ島西公会堂 川 島 口 腔 ケ ア

８月 ９月 医　院　名 電話番号
13 � さ く ら 診 療 所 42-5520
14 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
15 あ お ぞ ら 内 科 22-1311
16 知恵島皮膚科診療所 36-9012
⑰ 18 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24-8070
18 20 糸田川クリニック 24-7555
19 22 梶 本 胃 腸 科 内 科 24-2413
20 27 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24-2566
21 29 古本内科クリニック 24-7377
22 24 石 原 小 児 科 24-2388
23 26 糸 田 川 眼 科 24-2531
� 19 いぬい産科婦人科クリニック 22-1230
25 25 美 摩 病 院 24-2957
26 阿 部 整 形 外 科 24-4880
27 30 渡 辺 医 院 24-7177
28 四 宮 医 院 25-2016

８月 ９月 医　院　名 電話番号
29 松 永 医 院 42-2110
30 杉 山 医 院 25-2802
� リバーサイドクリニック岡田 24-8884

1 矢 田 医 院 25-2006
2 木 村 内 科 胃 腸 科 24-6413
3 谷 医 院 42-2353
4 鈴 木 内 科（ 喜 来 ） 24-3413
5 鈴 木 内 科（ 敷 地 ） 24-5880
6 岸 整 形 外 科 25-3133
⑦ 石原内科循環器科 24-2536
8 鴨 島 病 院 24-6565
9 富 本 医 院 42-3123
10 大 内 整 形 外 科 24-3058
11 中西内科クリニック 42-6755
12 高橋皮膚科クリニック 24-5122
13 井 内 内 科 24-3070

８月 ９月 医　院　名 電話番号
⑭ 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
⑮ 森 住 内 科 医 院 22-3010
16 杏 和 医 院 22-0333
17 工 藤 内 科 医 院 42-3113
� グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
� 麻名内科外科クリニック 26-0020

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●麻植協同病院（☎24–2101）
　診療日　第２・４週の日曜日
　診療時間　９時〜17時（直接問い合わせてください）

８月は「電気使用安全月間」です。
［電気コードや差し込みプラグは点検しましょう］

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
手
に
ス
マ
ホ　

耳
に
イ
ヤ
ホ
ン　

事
故
招
く	

岡　

未
来
（
鴨
島
第
一
中
学
校
３
年
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◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
８
月
、９
月
の
休
室
日	

木
曜
日

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

　

長
い
夏
休
み
も
半
分
が
過
ぎ
ま

し
た
が
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま

す
か
。
残
り
の
夏
休
み
も
安
全
に

気
を
つ
け
て
、
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

～
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も 

な

ら
な
い
た
め
に
～

※
入
場
無
料

◆
開
室
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
８
月
、
９
月
の
休
室
日

	

火
曜
日
、
祝
日

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
よ

み
っ
こ
★
か
～
も
」に
よ
る
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

／
鴨
島
公
民
館
２
階
和
室
／
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
、紙
芝
居
、エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

◆
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

「
グ
レ
イ
」	

堂
場
瞬
一　

著

「
廉
恥
」	

今
野
敏　

著

「
紫
匂
う
」	

葉
室
麟　

著

「
忘
れ
物
が
届
き
ま
す
」

	

大
崎
梢　

著

「
虚
ろ
な
十
字
架
」

	

東
野
圭
吾　

著

「
ア
パ
リ
シ
ョ
ン
」	

前
川
裕　

著

「
決
断
」	

小
杉
健
治　

著

【
児
童
書
】

「
へ
ん
し
～
ん
ね
ず
み
く
ん
」

	

な
か
え
よ
し
を　

著

「
ロ
イ
ヤ
ル
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
ダ

イ
ア
リ
ー
１
・
２
」

	

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
モ
ス　

著

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
８
月
、
９
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
（
９

月
16
日
㈫
）、
月
末
図
書
整
理
日

（
８
月
29
日
㈮
、
９
月
30
日
㈫
）

◆
お
は
な
し
会

９
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
約
30
分
間
）
／
毎
月
第
２
土
曜

日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

８
月
16
日
㈯
（
天
狗
の
か
く
れ

里
）、
８
月
30
日
㈯
（
ア
ニ
メ
学

校
の
怪
談
）、
９
月
６
日
㈯
（
か

ん
す
け
さ
ん
と
ふ
し
ぎ
な
自
転

車
）、
９
月
20
日
㈯
（
お
し
り
か

じ
り
虫
）
／
午
後
２
時
か
ら
約
１

時
間

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
８
月
、
９
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
８
月
29
日
㈮
）

◆
展
示

『
徳
島
農
政
事
務
所
資
料
展
』

展
示
期
間　

８
月
31
日
㈰
ま
で

●
交
通
事
故
・
そ
の
他
事
故

　

飛
び
出
し
、
暴
走
運
転
、
二
人

乗
り
、
運
転
中
の
携
帯
電
話
、
傘

さ
し
運
転
は
危
険
で
す
。
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

　

危
険
な
場
所
で
の
釣
り
や
水
泳

な
ど
も
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
夜
遊
び
・
深
夜
は
い
か
い

　

夜
遊
び
や
深
夜
の
外
出
は
、
生

活
が
乱
れ
た
り
、
事
件
や
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

不
必
要
な
外
出
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

●
携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
や
無
料
通
話
ア

プ
リ
な
ど
の
書
き
込
み
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
に
携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
場

合
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
か
け
、

家
族
で
ル
ー
ル
を
決
め
て
、
正
し

い
マ
ナ
ー
で
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
万
引
・
乗
り
も
の
盗

　

万
引
や
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ

盗
な
ど
は
窃
盗
と
い
う
犯
罪
で

す
。

　

乗
り
も
の
盗
の
被
害
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
、
自
転
車
に
は
必
ず
カ

ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

●
不
審
者
（
い
か
の
お
す
し
）

　

行
か
な
い

　

乗
ら
な
い

　

大
声
で
さ
け
ぶ

　

す
ぐ
逃
げ
る

　

知
ら
せ
る

※
も
し
も
の
時
は
防
犯
ブ
ザ
ー
が

役
立
ち
ま
す
。
外
出
時
は
持
ち
歩

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　　

阿
波
踊
り
大
会
で
の
特
別
街
頭

補
導
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

６
６
２
０

	

℻
25-

６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.tcu.or.jp/ikuseicenter/

図
書
だ
よ
り

　

学
校
は
夏
休
み
の
真
っ
最
中
で
、

日
中
の
暑
さ
も
関
係
な
い
と
い
わ

ん
ば
か
り
に
、
元
気
に
遊
ん
で
い
る

子
ど
も
た
ち
を
見
ま
す
。
そ
の
姿
か

ら
、
私
自
身
が
子
ど
も
の
こ
ろ
夏
休

み
に
精
一
杯
遊
ん
だ
こ
と
や
、
読
書

感
想
文
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
宿
題
を

苦
労
し
て
や
り
遂
げ
た
と
き
の
達
成

感
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
の
４
ペ
ー
ジ
と
12
ペ
ー

ジ
に
、
作
品
募
集
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
吉
野
川
市
の
学
生
の
皆
さ
ん
に

も
、
夏
休
み
の
宿
題
の
ひ
と
つ
に
加

え
て
い
た
だ
き
、
よ
り
大
き
な
達
成

感
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
編
）

編
集
後
記

８月は「電気使用安全月間」です。
［電気は無駄なく上手に使いましょう］

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
へ

お
知
ら
せ

大
切
に
し
よ
う
！
命
と
心

　
セ
　
ミ

鴨
島
東
中
学
校　

山
田　

貴
史

あ
あ　

哀
れ

今
は
栄
え
る
者
達
も

時
が
過
ぎ
れ
ば
無
と
な
り
形
無
く

い
つ
か
は
見
る
も
叶
わ
ぬ
こ
の
時
も

た
だ
淡
々
と
過
ぎ
る
だ
け

あ
あ　

切
無
き
こ
の
命

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植　

第
9
号
」よ
り

山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43-

２
８
１
１

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

青
少
年
育
成
補
導

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
せ
っ
て
る　

今
が
あ
な
た
の　

赤
信
号	
元
木　

紀
世
美
（
市
立
川
島
中
学
校
２
年
）
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慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

5,400 4,320 5,400 6,480

保険のプロがお客様の立場で加入中の保障内容の

説明や見直しの仕方まで丁寧にアドバイスしてくれます。

文具・事務用品・OA機器・オフィス家具

吉野川市山川町流34

いいね！　　　　　　　
の声が聞けたら

　　　　　　　いいな！
の心でおつきあい
（有）クモミヤ もそれをめざします

徳島市中島田町4-50-1
TEL 088-633-6262
 FAX  088-633-6263

（有）山川支店（有）

2014年（
平
成
26年

）8月
号

通
巻
119号

発
行
／
吉
野
川
市
　
編
集
／
総
務
部
企
画
財
政
課

〒
776-8611  徳

島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1

TEL 0883-22-2221　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
E-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再
生
紙
と
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
8
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